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※その他の子育て講座（パパセミナー、ステッピングストーンズ）は、随時広報いこまちでお知らせします。

親子の絆
きずな

づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”

▶�対象　市内に住み、全日程に参加できる平成27年9
月1日～12月2日生まれの第1子とその母親
▶�とき・ところ　平成28年2月2日㈫・9日㈫・16日㈫・
23日㈫、13：30～15：30、同センター
▶�内容　初めての子育てで感じる悩みや喜びを、おし�
ゃべりしながら共有しましょう。子育て知識を学び、
ママ友作りも。
▶定員　16組（抽選制）
▶費用　864円
▶�申込み　はがきかメールに住所、母親と子どもの氏
名・ふりがな・年齢（子どもは生年月日）、電話番号を
書いて、12月14日㈪～平成28年1月19日㈫（必着）
に同センター「親子の絆づくり」係

参加者の

声
おしゃべりって、こんなに

リフレッシュできるんですね！

心にゆとりができ、笑顔で接する余裕が生
まれました。赤ちゃんも機嫌よく過ごしてく
れる事が多くなったように感じます。

初めての子育て、悩みはみんな同じなんだと分かって気が楽になりました。

どならない子育てを
いっしょに考えてみませんか？

▶�対象　市内に住み、全日程に参加できる平成27年
12月1日現在で2歳以上の子どもの保護者

▶�とき・ところ　12月24日、平成28年1月7日・21日、
2月4日・18日、3月3日・17日（いずれも木曜日）、
10：00～12：00、同センター
▶�内容　子どもにしてほしい行動を、効果的に伝える
練習をします。子育ての中で実際に起こりうる場面
を想定して、体験しながら学びましょう。
▶定員　6人（抽選制。託児あり、要申込）
▶費用　無料
▶�申込み　はがきかメールに住所、氏名・ふりがな、年
齢、電話番号、託児が必要な人は、子どもの氏名・ふ
りがな・年齢を書いて、11月16日㈪～12月4日㈮
（必着）に同センター「どならない子育て練習法」係

子どもを感情的に怒ることが減りました。

どこの家庭でもありえる内容が多く

て、家に帰ってすぐに実践できました。

参加者の

声
今までイライラするだけで、子どもとうまくコミュニケーションが とれていませんでしたが、気持ちに余裕が持てるようになりました。

ママ・パパ向け
子育て講座

話してスッキリ。学んで安心。

ママ・パパ向け
子育て講座

　尽きることのない子育ての悩み。同じ悩みを持った
ママ・パパと少し話したり、学んだりすれば心が晴れ
るかもしれません。子育てを頑張る保護者に向けた講
座で、たまにはリフレッシュしませんか。
問�子育て支援総合センターたっち（☎0743-73-558�
2、〒630-0257、元町1丁目6-12、 kosodate@
city.ikoma.lg.jp）
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「生駒のたつた揚げ丼」を作って食べて生駒を知ろう ｐ.14
宇宙飛行士が私たちの生駒へやってくる ｐ.15
第18回いこま寿大学大学祭 ｐ.17
ファミリー・サポートの会員を募集します p.19
学童保育所（児童育成クラブ）の指導員を募集 ｐ.20

CONTENTS 目次

表紙のことば

10月3日、生駒北中
学校の校舎お別れ式 
で、黒板に感謝のメ 
ッセージをつづる卒
業生たち。70年分の
思いを込めて「ありが
とう」。新しい校舎に
会えることを楽しみ
にしながら。

市役所の開庁時間は8:30～17:15
（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

なくそう差別みんなの力で
明るい生駒市
毎月11日は「人権を確かめあう日」

点字と声による「いこまち」も発行していますので詳しくは
障がい福祉課（内線794）へ

「いこまち」11月15日号の印刷経費は1冊あたり
約26円です。環境に配慮し、古紙配合率70％の再
生紙と大豆油インクを使用しています。

人　口

火災・救急・救助

交通事故

120,984 － 64

49,061 3

57,688 － 20

63,296 － 44

人口総数

世帯数

男

女

前月比

前月比

前月比

前月比

平成27年11月1日現在、外国人登録を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

◇�数字は平成27年1月からの累計で、（　）内
は前年同期の増減数です。

◇�数字は平成27年1月からの累計（概数）で、
（　）内は前年同期の増減数です。

（平成27年10月末日現在）

（平成27年10月末日現在）

火災

発生数 物損事故
死者

人身事故

救急 救助

31
(＋12)

2,176
(－102)

1,924
(－52)

252
（－47）

1
（＋1）

3,607
(＋123)

34
(＋3)

無防備な 心に火災が かくれんぼ

歩く人  あなたも守る  ルールあり
－平成27年度交通安全標語－

PICK UP 
生駒市の平成27年度上半期�予算の執行状況をお知らせP4P.12

特集2

平成26年度決算報告P4P.8

お知らせ
P4P.14

街人探訪P4P.23

住んで幸せ いこま心地、今月の美食P4P.26

まちのアルバムP4P.24

まちの景観百科事典、12月の子育て相談日、もったいない食器市P4P.27

読者のあのねP4P.28

消費生活 暮らしのＱ＆Ａ、あの日あの時、編集後記P4P.29

特集1
P.4

ありがとう、学び舎　生駒北小中一貫校へ

P4P.2
ママ・パパ向け子育て講座
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生駒北小中一貫校へ

ありがとう、学び舎

平
成
28
年
4
月

小
中
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト

　

生
駒
北
小
学
校
と
生
駒
北
中
学
校

は
、両
校
と
も
に
校
舎
が
老
朽
化
し
、児

童
生
徒
数
も
減
少
し
て
い
ま
す
。ソ
フ

ト・ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
教
育
環
境
を
整

備・
充
実
す
る
た
め
、小
中
一
貫
校
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
4
月
、生
駒
北
小
中
学
校

と
し
て
、小・
中
学
校
9
年
間
を
一
貫
し

た
教
育
方
針
で
進
め
る「
小
中
一
貫
教

育
」を
開
始
。平
成
29
年
4
月
か
ら
は
、

新
た
な
校
舎
で
生
活
し
ま
す
。

　
地
域
の
人
に
よ
る

地
域
の
人
の
た
め
の
お
別
れ
式

　
10
月
3
日
㈯
、在
校
生
を
は
じ
め
、卒

業
生
や
地
域
の
人
な
ど
約
１
０
０
０
人

が
駆
け
つ
け
、生
駒
北
中
学
校
の
校
舎

お
別
れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
式
を
企
画
し
た
の
は
生
駒
北
中

学
校
育
友
会
の
皆
さ
ん
。3
か
月
前
か

ら
学
校
と
交
渉
し
、壁
画
も
制
作
し
ま

し
た
。会
長
の
井
上
統つ
な

人と

さ
ん
は
、「
校

舎
に
盛
大
に
感
謝
の
思
い
を
伝
え
た
か�

っ
た
ん
で
す
。北
中
の
育
友
会
だ
け
で
な

く
、北
小
の
育
友
会
や
自
治
会
、地
域
の

人
も
協
力
し
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て
い

ま
す
。式
当
日
は
、予
想
を
超
え
る
多
く

　平成27年11月、生駒北中学校の校舎取り壊し工事が始まりま
した。昭和22年に前身の北

きた
倭
やまと
村立北倭中学校が開校してから、

約70年。今まで約7,000人の卒業生を見送り、思い出が詰まった
学び舎は、惜しまれながら最後のときを迎えました。
　校舎は、平成29年4月に市内初となる小中一貫校として生ま
れ変わります。生駒北中学校の歴史を振り返り、小中一貫校の概
要やこれまでの取組を紹介します。

問�教育指導課（内線631）、教育総務課（内線624）

特
集
1
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の
人
が
、久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、昔

話
に
華
を
咲
か
せ
る
姿
を
見
て
、企
画
し

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。最
後
の
校

歌
斉
唱
で
は
、思
わ
ず
感
極
ま
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
地
域
の
拠
点
と

し
て
、「
北
中
生
で
良
か
っ
た
」と
思
え
る

学
校
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
」と
話

し
ま
し
た
。

1 感謝の想いであふれた黒板 2 在校生が考えたデザインを
保護者が描いた、桜と制服のエンブレムがモチーフの壁画 3
お別れ式のオープニングを告げる北中吹奏楽部の演奏

生駒北中学校70年の沿革
昭和�22年 4月 北倭村立北倭中学校が開校

32年 3月 生駒町と合併し、校名を「生駒北中
学校」に

37年 1月 校歌制定（15周年記念）

46年11月 生駒市制施行により、校名を「生駒
市立生駒北中学校」に

48年 1月 新校舎（現校舎）が完成

52年11月 創立30周年

53年11月 新校舎南館（現校舎）が完成

56年 3月 鹿ノ台中学校設立により分離。校区
変更

57年 3月 上中学校設立により分離。校区変更

平成 8年11月 創立50周年

27年 9月 生駒北小学校校舎に�
移転

29年 4月 新校舎での教育活動
を開始（予定）

小中一貫校の通称名が決定
小・中学校の児童生徒、保護者、自治会、
教職員にアンケートを行い、約80種類の
候補が寄せられました。最も投票数が多
く、これまでの「生駒北小学校」「生駒北
中学校」の名前も残せることから、「生駒
北小中学校」に決定。一貫教育がスター
トする平成28年4月から使用します。

1

3

2
井上 統人さん



9
月
か
ら
小・中
学
生
が
同
じ

校
舎
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

進
ん
で
あ
い
さ
つ
す
る
中
学
生
に
あ

い
さ
つ
を
返
し
た
り
、一
声
か
け
て

職
員
室
に
入
る
中
学
生
を
真
似
し

た
り
、小
学
生
に
う
れ
し
い
変
化
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
じ
校
舎
で
生
活
す
る
利
点
を

生
か
し
、10
月
に
は
、中
学
3
年
生

が
文
化
祭
で
演
奏
し
た
舞
台
発
表

を
、小
学
校
の
集
会
で
披
露
。中
学

生
の
真
剣
さ
や
迫
力
を
目
の
当
た

り
に
し
、「
す
ご
い
上
手
」「
自
分
も

や
っ
て
み
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、中
学
生
の

部
活
動
を
小
学
生
が
体
験
し
た
り
、

中
学
生
の
生
徒
会
活
動
の
様
子
を

小
学
生
が
見
学
し
た
り
、小・
中
学

生
が
交
流
す
る
行
事
を
考
え
ま
す
。

　
一
方
で
、学
習
指
導
要
領
で
定
め

ら
れ
た
教
科
の
学
習
を
し
っ
か
り
と

実
施
す
る
こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

そ
の
中
で
、一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
取
組
も
実
施
で
き
る
よ

う
、じ
っ
く
り
と
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地域と創る、小中一貫校
準
備
着
々

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
へ

　

平
成
24
年
11
月
の
地
元
説
明
会

時
に
は
、「
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
い
」

「
情
報
が
不
足
し
て
い
る
」な
ど
不�

安
の
声
が
あ
っ
た
一
貫
校
。そ
の
後
、�

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
懇
話
会�

で
の
話
し
合
い
、同
じ
よ
う
な
特
色

を
持
つ
学
校
へ
の
視
察
な
ど
を
重

ね
、地
域
と
と
も
に
小
中
一
貫
校
の

設
置
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、小・
中
学
校
の
教
職
員

や
保
護
者・
自
治
会
の
代
表
な
ど
が

参
加
す
る「
小
中
一
貫
校
準
備
会

議
」で
、校
舎
内
や
外
装
と
い
っ
た

ハ
ー
ド
面
や
、授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、�

学
校
行
事
の
進
め
方
な
ど
の
ソ
フ�

ト
面
に
つ
い
て
、情
報
交
換
を
し
て

い
ま
す
。

　
新
校
舎
は
、中
学
校
の
敷
地
に
建

設
し
、小
学
校
の
校
舎
は
、平
成
29

年
4
月
以
降
に
取
り
壊
し
が
始
ま�

る
予
定
で
す
。小
学
校
の
敷
地
に

は
、平
成
30
年
4
月
に
高
山
認
定
こ

ど
も
園（
仮
称
）が
開
園
し
、平
成
31

年
度
中
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が�

完
成
す
る
予
定
で
す
。小
中
一
貫
校

と
合
わ
せ
、高
山
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
、特
色
あ
る
教
育

を
進
め
ま
す
。

小中一貫校開校に向けた取組
平成24年11月� 生駒北地区地元説明会

24年12月 タウンミーティング「高山スーパー�
スクールゾーン構想について」を開催

25年
1・5・6月

生駒北小学校・中学校保護者説明会
（計4回）

25年
2～10月 小中一貫教育懇話会を開催（計8回）

26年1月～ 小中一貫校準備会議を開催

28年4月 小中一貫教育を開始（予定）

　　29年4月 新校舎での教育活動を開始（予定）

新校舎の内装のイメージ 新校舎の外観のイメージ

小・中学校の校長に聞きました

生駒北小学校

校長　山本 均
今
ま
で
の
授
業
と

一
貫
校
な
ら
で
は
の
授
業
の
融
合
を

Hitoshi
           Yamamoto
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校長　小中 一弘

本
校
は
、高
山
や
ひ
か
り
が
丘

の
他
、打
田・
高
船
な
ど
京

田
辺
市
の
一
部
の
生
徒
も
通
学
し

て
い
ま
す
。広
い
校
区
で
す
が
、地

域
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
こ
と
が
特

長
で
す
。先
日
の
校
舎
お
別
れ
式
に

も
、各
地
か
ら
幅
広
い
年
代
の
人

が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、北
中
へ
の
強

い
愛
着
を
感
じ
ま
し
た
。メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
や
黒
板
に
も「
北
中
大
好

き
」「
す
て
き
な
思
い
出
が
い
っ
ぱ

い
」な
ど
と
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
生
活
の
思
い
出
は
、一
生
の

中
で
も
大
き
い
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。７
０
０
０
人
の
卒
業
生
の
思
い

も
背
負
っ
て
、改
め
て
小
中
一
貫
校

を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
し
て
い
く
責

任
を
感
じ
、身
が
引
き
締
ま
り
ま
し

た
。

　

小
中
一
貫
校
に
な
っ
て
も
、北

小・
北
中
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。私
た
ち
教
職
員
も
一
致

団
結
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、地

域
の
皆
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
、70
年

の
歴
史
を
継
承
し
、発
展
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

生駒北小・北中学校の未来を

生駒北中学校

Kazuhiro
             Konaka

卒
業
生
や
地
域
の
思
い
も
受
け
て
、

素
晴
ら
し
い
学
校
に

今までの学校名はなくなるの？

　「生駒北小学校」「生駒北中学校」という名前は

なくなりません。普段の教育活動では、両校を総称

した「生駒北小中学校」という通称名を使用しま

すが、正式な名称はこれまで通りです。

小中一貫校はどんなところがいいの？

　9年間、教育方針が一貫しているため、人間関係
の育成や教育的効果が高いことが特長です。同校
は、小・中学生が同じ校舎で過ごす施設一体型の
ため、より大きな効果を見込めます。
①�中1ギャップ（中学校の新しい生活や授業にな
じめず、不登校やいじめなどが急増すること）な
どの生活面の課題の解消
②�小・中学校の教職員の人的交流や協働授業など
による、学力の向上
③�9学年の友達との学校生活や触れ合いなどによ
る、豊かな人間関係の醸成

新しい校舎はどうなるの？
　80kwの太陽光パネル、LEDやペアガラスを取り
入れた、環境に優しい3階建ての建物です。周囲の景
観と調和するように、バルコニーの一部に木を取り入
れた和風のデザインを採用します。普通教室は、十分
な採光を確保できる南側に配置。少人数教室なども
普通教室に転用でき、学級数の増加にもフレキシブ
ルに対応します。また、児童生徒が学年を超えて触れ
合える広場なども充実。階段を低くし、小学校の低学
年も楽しめる遊び場を設置することで、安心して生
活できるように配慮しています。

イメージ

ありがとう、学び舎
生駒北小中一貫校へ

特
集
1
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実
質
収
支
は
今
年
も
黒
字

　

市
税
収
入
が
平
成
24
年
度
か

ら
3
年
連
続
で
増
収
と
な
り
ま

し
た
。地
方
交
付
税
や
市
債
の

減
少（
平
成
25
年
度
は
市
債
の

借
り
換
え
で
約
21
億
円
）な
ど
に

よ
り
、歳
入
は
昨
年
度
か
ら
ト
ー

タ
ル
で
14
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　
社
会
保
障
関
係
経
費（
主
に
民

生
費
）や
小・中
学
校
、幼
稚
園
の

教
育
施
設
整
備
事
業
な
ど
が
増

加
し
ま
し
た
。一
方
で
、生
駒
駅

前
市
街
地
再
開
発
事
業
の
完
了

に
よ
る
繰
り
出
し
や
消
防
北
分

署
整
備
事
業
費
、公
債
費
な
ど
が

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、実
質
収
支
は
、昨

年
度
以
上
の
19
億
１
５
０
０
万

円
の
黒
字
を
計
上
で
き
ま
し
た
。

2,665万円
371億
歳入

依
存
財
源（
40
.7％

） 自主財
源（
59.3％

）

一般
会計

決算は、市がどのような事業を行い、どのようなお金が
入ってきたかなどをとりまとめたものです。平成26年度の
決算や財政指標から、本市の財政状況をお知らせします。
� 問財政課（☎0743-74-1111、内線274）

平成26年度

決算報告

歳入▶地方交付税…全ての市町村で一定水準の行政サービ
スが受けられるように、国が交付するお金　自主財源…市が
自主的に収入するお金　依存財源…市が自主的に確保でき
ないお金　国・県支出金…特定事業のために、国や県から交
付されるお金　地方譲与税…国が税金として徴収し、市町村
へ譲与されるお金
歳出▶民生費…子育て支援・高齢者福祉・生活保護など、主に
福祉のために使われるお金　公債費…市が借り入れた地方
債の元利償還などのお金　総務費…選挙、自治会の活動な
どさまざまなことに使われるお金　衛生費…予防接種や健
診、ごみ処理など健康増進や環境保全などに使われるお金

その他
34億7,884万円 9.4％

国・県支出金
68億2,107万円 18.4％

地方交付税
38億8,671万円
10.5％

市債
25億3,960万円 6.8％

交付金
16億1,658万円 4.3％

繰入金
1億2,499万円 0.3％

市税
172億2,783万円

46.4％

地方譲与税
2億3,958万円

0.7％

負担金・使用料など
11億9,145万円 3.2％

172
170

（億円）

165

160

165 164 165
167

市税収入の推移

歳出

610万円
346億

民生費
129億1,962万円

37.3％

公債費
36億6,596万円 10.6％

総務費
44億2,666万円 12.8％

教育費
49億3,985万円 14.3％

土木費
30億6,952万円
8.9％

衛生費
35億2,545万円
10.2％

消防費
13億1,697万円 3.8％

議会費
3億6,581万円 1.0％

産業経済費
3億7,482万円 1.1％

災害復旧費
144万円 0.0％

用語の説明

特集2

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
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　国民健康保険特別会計は、医療の適正化、ジェネ
リック医薬品の使用促進などの取組を継続して実
施。皆さんの協力により保険給付費が減少し、実質
収支が黒字になりまし
た。
　生駒駅前市街地再開
発事業特別会計は、平
成25年度からの繰越事
業として実施してきた、
駅前北口第二地区の整
備が完了しました。その
他の特別会計も、黒字か
収支均衡となりました。

全会計が黒字収支か収支均衡建設工事が進んだ市立病院

　病院事業会計は、市立病院の建設工事が工程ど
おり順調に進み、収益的支出として土地の賃借料な
ど5,826万円を支出しました。また、資本的収入と
して企業債など67億8,708万円を収入し、資本的支
出として病院の建設工事、企業債の償還などに67億
8,810万円支出しました。
　水道事業会計は、老朽水道管の布設替工事や真
弓浄水場電気設備等改良工事、滝寺中継所建設工
事といった大規模工事に着手しました。また、高山竹
林園などに水飲み場を設置し、生駒の水をPRしまし
た。なお、改定された地方公営企業会計基準に基づ
き本年度は特別損失を計上したため、4億2,977万
円の当年度純損失となりました。

特別
会計

企業
会計

企業会計 （消費税など含む、単位：万円）

企業会計名 予算額 収入済額 支出済額

病
院
事
業

収益的収支 6,748 127 5,826

資本的収支 76億9,290 67億8,708 67億8,810

水
道
事
業

収益的収支 35億9,467 30億1,156 34億2,001

資本的収支 9億9,067 1億4,333 4億8,315

特別会計 （単位：万円）

区　分 歳入決算額 歳出決算額 差引額
公共施設整備基金 1億26 1億26 0
生駒駅前市街地

再開発事業 2億6,026 2億6,026 0

介護保険 70億2,721 69億8,485 4,236
国民健康保険 110億8,882 109億979 1億7,903

後期高齢者医療 14億4,165 14億3,634 531
下水道事業 24億291 24億71 220

自動車駐車場事業 1億9,429 1億9,429 0

生駒駅前の整備が完了

�①�翌年度へ繰り越します 
翌年度に繰り越したお金は、当初見
込んでいなかった事業に充てます。

黒字になったお金はどうなるんですか？Q.財政
Q&A �②�基金へ積み立てます 

積み立てたお金は、必要に応じて特
定の目的のために使います。

26年度も
良好な財政状況でした。

A.

9　2015.11.15　いこまち



２
５
１
６
万
円

電
気
自
動
車
の
普
及
促
進電気自動車用の充電スタンドを、市役所、エ

コパーク21や図書会館など市内5か所に設
置。国の補助金などを活用し、整備しました。

５
９
１
４
万
円

家
庭
生
ご
み
自
家
処
理
容
器

な
ど
の
設
置
に
補
助
金生ごみの排出量を減らすため、生ごみ自

家処理容器や処理機を購入した約1,200
の家庭に補助金を交付しました。

生
駒
台
幼
稚
園
の
改
築
工
事

25年度に基本設計・実施設計、26年度か
ら改築工事を行いました。27年9月に2
階建ての新園舎が完成しました。

２
億
８
０
２
８
万
円

68
億
４
６
３
６
万
円

市
立
病
院
の
建
設
工
事25年度から工事がスタート。約2年に渡

る工事を経て、27年6月に一般病床210床
の市立病院が開院しました。

その他に実施した事業
◇�市ホームページリニューアル…443万円
◇�通学路安全対策工事…2,083万円
◇市民課窓口業務委託…1,648万円
◇�グループホーム・認知症対応型デイサービ
スセンターの開設補助…5,863万円
◇�市税の納税方法にマルチペイント（ペイジ�
ー）を導入…726万円
◇�コミュニティバスの実証運行（北新町線・
萩の台線）…1,152万円

4
億
２
４
４
０
万
円

北
部
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
事
業

人工芝グラウンド・テニスコートなどを整
備し、「H

ホ ス

OS生駒北スポーツセンター」と
して27年2月にオープンしました。

イメージ

新規施策をはじめニーズに合わせた
事業に支出しました。

重点的にお金を使った事業
26年度主要施策

健康

環境 子育て

スポーツ

環境

2015.11.15　いこまち　10



0

50.0

100.0

150.0

－100.0

－50.0

  （％）      

一般会計などの地方債現
在高など、将来負担すべ
き実質的な負債の財政規
模に対する比率

毎年の公債費（借金の返
済金）が重すぎないか、財
政規模に占める元金利子
返済額で算出する。

財政力の強さ。数値が大
きいと財政に余裕があり、
1を超えれば国から普通
交付税が交付されない。

法人市民税などの増
加により、歳入は増加
しました。歳出は、社
会保障関係費・退職
者の増加による人件
費の増加や、消費税
増税による物件費の
増加などにより、25
年度と比べて0.4ポ
イント悪化しました。

25年度と比べて、黒
字の比率が8.5ポイ
ント増加しました。
実質的な将来負担
額がないことは、平
成19年度から引き
続き変わりません。
他自治体と比べる
と、本市は非常に良
好と言えます。

市債を繰上償還した
ことなどにより、25
年度と比べて1.9ポ
イント改善しました。
26年度だけでは△
0.40％で、この指標
が用いられて以来、
初めてマイナスにな
りました（指標は3か年
の平均値を用います）。

必要なお金を実際
の収入で割った値（3
か年の平均）で、どれ
だけ自主財源でま
かなえているかを
示します。この値が
高いほど財源に余
裕があります。25
年度に比べて、0.01
上昇しました。

市の借金（市債）
道路や公園などを作るための費用や、本来国から交付
される地方交付税の一部を市が肩代わりしている借
金があります。繰上償還（期間を繰り上げて返済）を行
い、市債は11年連続で減少しました。

市の貯金（積立基金）
�将来の起債償還に備えるため、減債基金に9億3,500
万円の積み立てなどを行いました。その結果、前年度
に比べて、11億6,700万円増加しました。

毎年度ある収入に対して、
必ず行う支出の割合を示
したもの。数値が低いほど
柔軟に事業に対応できる。

　
市
の
財
政
状
況
の
良
し
悪
し
は
、一
つ
の
も
の
さ
し
だ
け
で
測
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。さ
ま
ざ
ま
な
指
標
か
ら
見
る
こ
と
で
初
め
て
分
か
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
指
標
を
、奈
良
県
内
の
自
治
体
の
平
均
や
類
似
団
体（
人
口
規

模
や
産
業
構
造
が
同
じ
よ
う
な
自
治
体
）の
平
均
値
と
比
較
し
て
み
ま
す
。

（％）

（％）

（％）99.1

93.3 89.9 85.8 86.2

51.0

－63.6 －72.1

生
駒
市
の
財
政
状
況

デ
ー
タ
で
見
る

25年度

生駒市

生駒市

生駒市

25年度 26年度

25年度 26年度

25年度 26年度 25年度 26年度

奈良県
平均

全国
平均 25年度

奈良県平均

25年度
奈良県平均

25年度
奈良県平均

100 12

50 9

0
0

0

40

80

6

－50

3
0

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0
（％）      

24年度
生駒市

23年度
生駒市

4.8
13.1

4.7
7.2

23年度類似
団体平均

23年度
奈良県平均

3.7

25年度
類似団体平均

25年度
類似団体平均

0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
  （％）      

92.4 89.2
94.1 92.1

24年度
生駒市

23年度
生駒市

23年度類似
団体平均

23年度
奈良県平均

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

23年度類似
団体平均

23年度
奈良県平均

24年度
生駒市

23年度
生駒市

0.82 0.80

0.41

0.76

0.39

0.79 0.800.74

生駒市

0.8

0.6

0.4

0.2

0

25年度
類似
団体
平均

実質公債費比率（借金の返済に窮していないか）

経常収支比率（自由に使えるお金があるか）

将来負担比率（将来世代にツケを先延ばしていないか）

財政力指数（自主的に収入するお金で賄えるか）

11.5

5.4

1.8

市債と積立基金（本市の推移）

市債残高積立基金残高（億円）

100

341 322 310

100 97

23年度 24年度 25年度 26年度

400

300

200

100
109

299

平成26年度

決算報告
特集2
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本
市
の
会
計
は
、一
般
会
計・
特
別
会

計・
企
業
会
計
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
平
成
27
年
度
上

半
期
時
点
の
執
行
状
況
や
基
金
の
残
高

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

　
一
般
会
計
は
、福
祉
や
教
育
、公
共
工

事
な
ど
市
の
事
業
の
大
部
分
を
ま
か
な

う
会
計
で
す
。

　
平
成
27
年
９
月
末
現
在
の
一
般
会
計�

現
計
予
算
は
、当
初
予
算
額
３
５
１
億�

８
２
０
０
万
円
に
9
億
５
５
９
１
万

円
の
補
正
予
算
と
平
成
26
年
度
か
ら
の

繰
越
し
24
億
１
９
５
９
万
円
を
加
え
、

３
８
５
億
５
７
５
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
は
、骨
格

予
算
と
し
て
編
成
し
、6
月
に
肉
付
予
算

と
し
て
新
規
事
業
や
投
資
的
事
業
を
補

正
し
た
た
め
、例
年
よ
り
補
正
額
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、補
正
予
算
は
、生
駒
北
中
学

校・
生
駒
北
小
学
校
の
小
中
一
貫
校
整

備
事
業
、生
駒
山
麓
公
園
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
な
ど
で
す
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、特
定
の
収
入
で
特
定

の
事
業
を
行
う
と
き
、そ
の
収
支
を
明
確

に
す
る
た
め
に
設
置
す
る
会
計
で
す
。本

市
は
6
つ
の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま

す
。

民生費 137億
46億

4,821万円
1,839万円 （33.6％）

教育費 65億
25億

6,102万円
1,495万円 （38.3％）

総務費 46億
16億

3,242万円
9,519万円 （36.6％）

衛生費 39億
13億

7,161万円
6,222万円 （34.3％）

土木費 38億
6億

5,915万円
6,473万円 （17.2％）

公債費 31億
16億

3,594万円
8,325万円 （53.7％）

消防費 16億
6億

7,086万円
3,744万円 （38.2％）

産業経済費 5億
1億

3,579万円
7,772万円 （33.2％）

議会費 3億
2億

9,565万円
658万円 （52.2％）

その他 4,685万円
0円 （0％）

一般会計 予算現額385億5,750万円（繰越・補正額を含む）
予算現額　385億5,750万円
支出済額　135億6,047万円

予算現額　385億5,750万円
収入済額　183億9,871万円

歳出
執行率35.2％

歳入
収入率47.7％

（52.2％）
168億
87億

4,817万円
9,729万円 市税

（38.2％）
56億
21億

690万円
3,960万円 国庫支出金

（79.7％）
29億
23億

2,210万円
3,035万円 地方交付税

（0％）
31億2,810万円

0円 市債

（17.7％）
23億
4億

5,674万円
1,674万円 県支出金

（52.1％）
24億
12億

1,018万円
5,456万円 交付金など

（45.7％）
13億
6億

5,467万円
1,903万円

使用料
手数料など

（0％）
6億 154万円

0円 繰入金

（62.3％）
5,338万円
3,325万円 寄附金

（85.7％）
32億
28億

7,572万円
789万円 その他

（執行率）（収入率）

00 2020 4040 6060 8080 100100 120 140120140160 （億円）（億円）

問財政課（☎0743-74-1111、内線274）、土地と建物は総務課（内線254）���
水道事業会計は水道事業事務所（☎79-2800）、病院事業会計は病院事業推進課（内線493）

予算の執行状況をお知らせ
生駒市の平成27年度上半期（4月1日～9月30日）

本市の財政がどのように運営されているかを皆さんに知ってもらうため、毎年2回、予算の執
行状況や市有財産などの概要を公表しています（金額の記載は、表示単位未満で端数処理しています）。
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PICK

UP 皆さんの生活に直結するニュースや情報を紹介します

01

図書会館と南コミュニティセンタ
ーに新たに設置した「水飲み場」

6 月に開院した生駒市立病院の
光庭。癒やしの空間です。

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、民
間
企
業
の
よ
う
に
利

用
料
金
な
ど
の
収
益
で
運
営
し
て
い
る

会
計
で
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、大
規
模
工
事
で

あ
る
真
弓
浄
水
場
電
気
設
備
等
改
良
工

事
を
進
め
る
と
と
も
に
、老
朽
水
道
管
の

布
設
替
な
ど
送
配
水
設
備
を
整
備
し
て

い
ま
す
。ま
た
、生
駒
の
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、ボ
ト
ル
に
も
給
水
で
き
る
水
飲
み

場
を
図
書
会
館
な
ど
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
は
、半
期
分
の
病
院

用
地
の
借
地
料
を
支
出
し
、企
業
債
を
主

な
財
源
と
し
て
病
院
建
設
工
事
費
な
ど

を
支
出
し
ま
し
た
。

特別会計�（特定の収入で特定の事業を行う時、その収支を明確にするために設置するもの）
特別会計名 現計予算額 収入済額 支出済額
国民健康
保険 128億7,993万円 46億1,530万円 56億1,221万円

介護保険 75億6,824万円 26億8,464万円 31億1,476万円
下水道事業 29億9,979万円 3億9,470万円 10億2,095万円
後期高齢者
医療 15億3,726万円 5億3,662万円 5億 890万円

自動車
駐車場事業 1億2,725万円 5,985万円 4,877万円

公共施設
整備基金 1億2,048万円 6,431万円 0万円

企業会計
企業会計名 予算額 収入済額 支出済額

水
道
事
業

収益的
収支 30億4,219万円 14億9,091万円 11億9,085万円

資本的
収支 13億2,000万円 7,289万円 1億5,213万円

病
院
事
業

収益的
収支 4億3,653万円 55万円 4,269万円

資本的
収支 18億7,945万円 11億2,512万円 11億3,002万円

市有財産・市債・基金の状況
土地と建物

（平成27年9月末現在、単位：㎡）

種類 土地
（面積）

建物
（延べ面積）

行
政
財
産

本庁舎 14,184.24 15,950.23

消防
施設 12,867.92 6,536.23

学校 523,780.01 144,341.40

公営
住宅 23,936.50 6,574.20

公園 1,520,039.48 13,289.38

その他 429,855.47 153,153.46

普
通
財
産

建物 - 10,518.72

宅地 80,084.69 -

雑種地 17,059.40 -

山林 51,354.34 -

計 2,673,162.05 350,363.62

基金（特定の事業を実施するためにお金を
積み立てる市の貯金）

基金名 平成27年
9月末残高

減債基金 25億1,788万円

北部地域整備
促進基金 24億4,852万円

財政調整基金 23億9,973万円

職員退職
給与基金 17億4,219万円

国民健康保険
財政調整基金 12億4,144万円

公共施設
整備基金 11億7,385万円

介護給付費
準備基金 6億4,269万円

応急診療施設等
整備基金 2億6,846万円

その他基金 4億6,291万円

計 128億9,767万円

借入先 平成27年
9月末残高

借
入
先
別

財務省 62億4,749万円
地方公共団体

金融機構 64億2,009万円

金融機関
など 241億3,030万円

計 367億9,788万円

市債（特定の事業を行うときの財源不足や、普通交
付税の不足額を補うために市が借り入れるお金）

会計名 平成27年
9月末残高

会
計
別

一般会計 175億2,306万円

特別会計の合計 104億4,948万円

企業会計の合計 88億2,534万円

計 367億9,788万円
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◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦

災害時の行政書士業務について
協定を締結しました

Pick Up News
今月の注目情報

問危機管理課（内線251）

　10月9日㈮、本市は奈良県行政書士会と
「災害時における被災者支援のための行政書
士業務についての協定」を締結しました。これ
は、大規模災害時に被災者が行う公的機関へ
の手続きについて、相談窓口の設置や必要な
書類作成など、行政書士業務の支援を受ける
ものです。
　行政書士が市民と市役所をつなぐパイプ役
となり、被災者を広
く支 援し、1日も早
く生活を再建できる
ようサポートしても
らいます。

ふ
ろ
ー
ら
む
12
月
の
教
室

▼
対
象　
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

▼
と
こ
ろ　

花
の
ま
ち
づ
く
り
セ 

ン
タ
ー
ふ
ろ
ー
ら
む

▼
申
込
み・
問
合
せ　
は
が
き
、電 

話
、フ
ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
住 

所
、氏
名・
ふ
り
が
な
、日
中
連 

絡
の
つ
く
電
話
番
号
、受
講
し 

た
い
教
室
名
を
明
ら
か
に
し
て
、 

12
月
８
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
花 

の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ふ
ろ 

ー
ら
む「
12
月
の
教
室
」係（
〒 

６
３
０
―０
１
２
２
、真
弓
１
丁 

目
11
―16
、☎
70・０
１
８
７
、 

70・０
２
８
７
、hanam

achi 
@

city.ikom
a.lg.jp

）。キ
ャ
ン 

セ
ル
不
可

　
︱
︱
結
果
は
、は
が
き
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
注し

連め

縄な
わ
づ
く
り
講
習
会

▼
と
き　
12
月
19
日
㈯
９
時
～
11

時
▼
内
容　
生
駒
市
果か

卉き

園
芸
組
合

の
皆
さ
ん
と
伝
承
の
芸
を
持
つ 

池
田
憲の

り

央お

さ
ん
に
よ
る
、注
連
縄 

づ
く
り
教
室

　
︱
︱
ウ
ラ
ジ
ロ・
橙
は
付
け
ま
せ

ん
が
、御ご

幣へ
い
は
付
け
ま
す
。

▼
必
要
品　
は
さ
み
、ペ
ン
チ（
持 

っ
て
い
る
人
だ
け
）

▼
定
員　
30
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
３
０
０
円

■
お
正
月
に 

門
松
を
飾
り
ま
せ
ん
か
♪

▼
と
き　
12
月
20
日
㈰
10
時
～
12

時

ミニ門松を作ろう
お
い
で
ヨ
！

児
童
館
お
は
な
し
の
部
屋
♪

▼
対
象　
市
内
に
住
む
０
歳
～
就

学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
17
日
㈭

10
時
30
分
～
11
時
30
分
、小
平

尾
南
児
童
館

▼
内
容　
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
工

作
を
通
し
て
、心
に
残
る
思
い
出

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
定
員　
15
組（
抽
選
制
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
、電
話
、メ
ー
ル
か
直
接
、住

所
、子
ど
も
と
保
護
者
の
名
前・

ふ
り
が
な・
年
齢
、電
話
番
号
を 

明
ら
か
に
し
て
12
月
9
日
㈬（
必 

着
）ま
で
に
小
平
尾
南
児
童
館 

（
〒
６
３
０
―０
２
２
６
、小
平 

第
8
回 

歴
史
講
座「
ふ
る
さ

と
の
歴
史
を
探
訪
し
よ
う
」

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
19
日
㈯

14
時
～
15
時
30
分
、生
駒
ふ
る

さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
内
容　
大
和
郡
山
市
教
育
委
員

会
の
山
川
均ひ

と
し

さ
ん
に
よ
る「
中
世

生
駒
の
石
造
物
」

▼
定
員　
49
人（
当
日
先
着
順
）

▼
費
用　
６
０
０
円（
生
駒
歴
史 

文
化
友
の
会
会
員
は
５
０
０
円
）

▼
問
合
せ　

生
駒
ふ
る
さ
と
ミ
ュ 

ー
ジ
ア
ム（
☎
71・７
７
５
１
）

新
年
を
ミ
ニ
門
松
で

迎
え
ま
せ
ん
か

▼
対
象　
市
内
に
住
む
お
お
む
ね

60
歳
以
上
、小
学
生
と
そ
の
保

護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
23
日
㈷

10
時
～
12
時
、金き

ん

鵄し

の
杜も

り 

倭や
ま
と

苑え
ん

▼
内
容　
高
さ
28
㎝
の
ミ
ニ
門
松

を
手
作
り
し
ま
せ
ん
か
。

▼
必
要
品　

動
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、軍
手

▼
定
員　
15
人

▼
費
用　
５
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日

▼
内
容　

い
こ
ま
宝
の
里
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、高
さ
60
㎝
位
の
ミ
ニ

門
松
を
1
基
組
み
立
て
る
教
室

▼
必
要
品　
手
袋（
軍
手
）

▼
定
員　
20
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
２
０
０
０
円

㈬
～
12
月
10
日
㈭
に
直
接
か
電

話
で
、金
鵄
の
杜 

倭
苑（
☎
78・

３
１
１
０
、９
時
～
17
時
、火
曜

日
除
く
）

尾
町
１
５
５
０
―１
、☎
77・６
９ 

５
５
、child-center@

city. 
ikom

a.lg.jp

）

「
生
駒
の
た
つ
た
揚
げ
丼
」を

作
っ
て
食
べ
て
生
駒
を
知
ろ
う

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
11
日
㈮

10
時
か
ら
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き

▼
内
容　
地
産
地
消
を
推
進
し
、地 

元
愛
を
育
む
取
組
と
し
て
、テ
レ

ビ
番
組
の
料
理
バ
ト
ル
で
シ
ェ

フ
に
勝
っ
た
坪
井
美
佐
さ
ん
と

生
駒
の
食
材
で
丼
を
作
り
、お
い

し
く
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

▼
必
要
品　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル

▼
定
員　
24
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
1
０
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

は
が
き
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い

て
12
月
４
日
㈮（
必
着
）ま
で
に

経
済
振
興
課「
生
駒
の
た
つ
た

揚
げ
丼
作
り
」係（
〒
６
３
０
―

０
２
８
８
、東
新
町
８
―38
、内

線
３
２
４
）
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

い
こ
ま
夢
リ
サ
イ
タ
ル

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
13
日
㈰

９
時
30
分
開
演
、16
時
頃
閉
演
、

た
け
ま
る
ホ
ー
ル

　
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
日
本
の
各
種
舞
踊
、民

謡
、詩
舞
、カ
ラ
オ
ケ
、和
楽
器

な
ど
外
国
の
各
種
ダ
ン
ス
、体

操
、楽
器
演
奏
、コ
ー
ラ
ス
な
ど

▼
定
員　
９
３
２
人（
当
日
先
着

順
）

▼
問
合
せ　
生
涯
学
習
課（
内
線

６
４
９
）

クリスマスに飾ろう

大
人
も
い
っ
し
ょ
♪
ク
リ
ス
マ

ス
の
お
は
な
し
会
＆
小
物
工
作

▼
対
象　

市
内
に
住
む
人（
未
就

学
児
は
要
保
護
者
同
伴
。大
人

だ
け
の
参
加
可
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
5
日
㈯

10
時
～
12
時
、図
書
会
館

▼
内
容　

お
は
な
し
会
と
ス
ノ
ー

ド
ー
ム
作
り

▼
必
要
品　

ジ
ャ
ム
な
ど
の
空
き

び
ん（
高
さ
9
㎝
程
度
、ふ
た
も

必
要
）、油
性
ペ
ン（
持
っ
て
い
る

人
だ
け
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
朗
読

耳
で
楽
し
む
本
の
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
12
日
㈯

14
時
～
15
時
30
分
、図
書
会
館

▼
内
容　
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

「
賢
者
の
贈
り
物
」（『
オ
ー・
ヘ 

ン
リ
ー
傑
作
選
』オ
ー・
ヘ
ン
リ 

ー
／
著
）と「
母
の
家
出
」（『
行

き
つ
戻
り
つ
』乃
南
ア
サ
／
著
）

を
朗
読
し
ま
す
。目
が
不
自
由
な

人
や
加
齢
で
読
み
に
く
い
人
だ

け
で
な
く
、自
分
で
本
が
読
め
る

人
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。太
田

彰
一
さ
ん
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
に

ち
な
ん
だ
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏

も
あ
り
ま
す
。

▶ 対象　小学生以上（小学1～3年生は要保護者
同伴）

▶定員　928人（当日先着順）
▶費用　無料

問 同クラブの小
こ

屋
や

迫
さこ

さん 
（☎090-9063-8018、17：00～19：00）

宇宙飛行士が
私たちの生駒へやってくる
～J

ジ ャ ク サ

AXA星
ほし

出
で

彰
あき

彦
ひこ

宇宙飛行士を迎えて～

宇宙飛行士の星出彰彦さん
が、2回にわたる宇宙飛行の
ミッションについて話します。

たけまるホール大ホール
14：30（開場は13：30から）

12月5日土

生駒少年ラグビークラブ創立40周年記念イベント

購
入
前
90
分
で
分
か
る
初
心
者

向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

▼
対
象　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持 

っ
て
い
な
い
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
18
日
㈮

①
10
時
30
分
～
12
時
②
13
時
30 

分
～
15
時
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ 

ー
ル

▼
内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
、ス
マ
ー
ト
フ 

ォ
ン
を
使
う
前
に
知
っ
て
お
き

た
い
、便
利
な
機
能
を
体
験
す
る

講
座（
貸
出
機
はi

ア
イ
フ
ォ
ン

Phone6

）

▼
定
員　
各
20
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
５
４
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
27
日 

㈮
10
時
か
ら
直
接
、費
用
を
持 

っ
て
鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

（
☎
78・
７
９
６
６
）。定
員
に
空

き
が
あ
れ
ば
11
月
27
日
11
時
か

ら
電
話
受
付
可

プ
ラ
レ
ー
ル
ひ
ろ
ば

▼
と
き・
と
こ
ろ　
11
月
26
日
㈭・

28
日
㈯
、10
時
～
15
時（
雨
天
中

止
）、ベ
ル
テ
ラ
ス
い
こ
ま
ベ
ル

ス
テ
ー
ジ

▼
内
容　
不
用
に
な
っ
た
プ
ラ
レ 

ー
ル
を
み
ん
な
で
つ
な
げ
て
遊 

び
ま
し
ょ
う
。

　

︱
︱
電
車
は
名
前
を
書
い
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。貸
出
用
車
両

も
若
干
用
意
し
て
い
ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

松
本
真
理
子
の
講
演

「
人
と
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
」

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
４
日
㈮

14
時
～
16
時（
開
場
は
13
時
30

分
か
ら
）、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
市
内
の
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
、巡
回
や
声
か
け

活
動
な
ど
を
行
う
青
少
年
指
導

委
員
の
公
開
研
修
会
。元
奈
良

県
教
育
委
員
の
松
本
真
理
子
さ 

ん
に
よ
る
講
演「
人
と
人
と
の
関

わ
り
方
～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
の
大た

い

切せ
つ
さ
。大
切
な
国
の
宝
の 

子
ど
も
た
ち
を
み
ん
な
で
育
て 

よ
う
」と
マ
リ
ン
バ
ミ
ニ
コ
ン
サ 

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
定
員　
１
５
０
人

▼
費
用　
無
料

　
︱
︱
整
理
券
は
、原
則
一
人
３
枚 

▼
定
員　
40
人（
当
日
先
着
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
図
書
館（
☎
75・５
０ 

０
０
）

▼
問
合
せ　
い
こ
ま
育
児
ネ
ッ
ト

の
内
田
さ
ん（
☎
０
９
０・
９
１ 

１
０・１
５
４
４
）

▼
定
員　
40
人（
当
日
先
着
順
）

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
図
書
館（
☎
75・５
０ 

０
０
）

ま
で
で
、11
月
23
日
㈷
10
時
か

ら
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
、た
け
ま
る

ホ
ー
ル
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

せ
せ
ら
ぎ
、図
書
会
館
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま

す
。

▼
問
合
せ　
生
涯
学
習
課（
内
線

６
４
７
）

提供：JAXA/GCTC
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読
書
会「
は
ば
た
き

Ｂブ

ッ

ク

Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｃク

ラ

ブ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
」

▼
対
象　
12
歳
～
16
歳

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
６
日
㈰

11
時
～
11
時
45
分
、北
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は

ば
た
き

▼
内
容　
「
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
」Ｊ
． 

Ｒ
．Ｒ
．ト
ー
ル
キ
ン
／
作
、瀬

田
貞
二
／
訳（
岩
波
書
店
）を
読

ん
で
き
て
、み
ん
な
で
感
想
や
本

に
つ
い
て
自
由
に
話
す
読
書
会

「ホビットの冒険」を
読んで、感想を自由
に話そう。

国
際
交
流
ひ
ろ
ば「
デ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
」参
加
者
を
募
集

▼
対
象　
市
内
に
住
む
幼
児
と
小

学
生（
幼
児
は
要
保
護
者
同
伴
）

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
12
日
㈯

13
時
～
14
時
30
分
、俵
口
町
自

治
会
館

▼
内
容　
外
国
人
市
民
ス
タ
ッ
フ

と
い
っ
し
ょ
に
、世
界
の
言
葉
、

あ
そ
び
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
く

体
験
学
習
し
ま
す
。

　

︱
︱
通
訳
が
必
要
な
人
は
、自

言
語
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。ス

法
楽
寺
師
走
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
と
き・と
こ
ろ　
12
月
6
日
㈰
10 

時
30
分
～
11
時
50
分
、法
楽
寺

（
高
山
町
）

▼
内
容　

◇
第
１
部
…
住
職
に
よ
る
講
話

◇
第
２
部
…
穂ほ

積づ
み

洋よ
う

子こ（
ヴ
ァ
イ
オ 

リ
ン
）、津
田
文あ

や

子こ（
ピ
ア
ノ
）、北 

川
し
の
ぶ（
チ
ェ
ロ
）に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。曲
目
は「
ソ
リ

す
べ
り
」「
星
に
願
い
を
」「
雪
」他

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
法
楽
寺（
☎
79・
２
２ 

５
６
）

「
障
害
者
週
間
」ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
と
模
擬
店・バ
ザ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
5
日
㈯

11
時
か
ら
、福
祉
セ
ン
タ
ー

　
︱
︱
10
時
35
分
、11
時
５
分
、11

時
35
分
、12
時
30
分
、13
時
に
近

鉄
生
駒
駅
南
口
発（
東
生
駒
駅

は
５
分
後
）の
無
料
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
。

▼
内
容

◇
11
時
か
ら
…
福
祉
シ
ョ
ッ
プ（
障 

が
い
者
が
作
る
お
菓
子
な
ど
の

販
売
）、ミ
ニ
バ
ザ
ー
、模
擬
店

（
カ
レ
ー
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）

◇
13
時
30
分
か
ら（
開
場
は
13
時
）

…
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト「
掌て

の
ひ
らの 

s

サ
イ
ン

ign

～
大
震
災
を
乗
り
越
え
て
」。 

３
歳
頃
か
ら
覚
え
た
手
話
で
耳

の
不
自
由
な
両
親
を
支
え
て
き

た
渡
辺
り
え
こ
さ
ん
に
よ
る
、阪

神
淡
路
大
震
災
の
時
に
家
族
と

過
ご
し
た
避
難
生
活
を
、手
話

と
歌
で
奏
で
る「s

サ
イ
ン

ign m

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

usic

」

を
交
え
た
講
演（
手
話
通
訳・
要

約
筆
記
あ
り
）

生
駒
市
華
道
協
会
の

正
月
い
け
花
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
26
日
㈯

10
時
～
12
時
、た
け
ま
る
ホ
ー

ル
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
、南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　
同
協
会
会
員
に
よ
る
正

月
の
生
花（
①
若
松
②
万お

年も

青と

③
自
由
花
）の
講
習
会

▼
必
要
品　
花
器（
水
盤・寸
筒
）、

花
ば
さ
み
、剣
山（
大
）、ビ
ニ
ー

ル
袋
、ぞ
う
き
ん
、ゴ
ミ
袋
、新
聞

紙
、軍
手

▼
定
員　
30
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
２
８
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

往
復
は
が 

き
に
住
所
、氏
名・
ふ
り
が
な
、 

電
話
番
号
、希
望
の
場
所
、内
容 

（
①
～
③
）を
書
い
て
、12
月
10
日 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
31
ま
つ
り

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
13
日
㈰

13
時
～
15
時
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き

▼
内
容　
年
中
児
に
あ
た
る
幼
児 

～
小
学
生
の
仕
事
体
験
、バ
ザ 

ー
、ミ
ニ
縁
日
、喫
茶
、ア
イ
シ

ン
グ
ク
ッ
キ
ー
教
室
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

　

︱
︱
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
教

室
は
３
０
０
円
で
、申
し
込
み

が
必
要
で
す（
申
込
順
、定
員
20

人
）。

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日

㈬
か
ら
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈 

良
県
第
31
団
の
渡
邉
さ
ん（
☎
０ 

９
０・８
５
７
６・９
９
４
８
）

ふ
れ
あ
い
広
場

「
宝
さ
が
し
＆
焼
き
い
も
」

▼
対
象　
年
中
児
に
あ
た
る
幼
児

以
上
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
６
日
㈰

11
時
～
13
時
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

生
駒
第
４
団
キ
ャ
ン
プ
場（
あ
す

か
野
小
学
校
西
側
。小
雨
決
行
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
30
日 

㈪
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で 

生
駒
市
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
の
中 

岡
博
子
さ
ん（
☎
兼

78・
０
８
３ 

１
）

㈭（
必
着
）ま
で
に
同
協
会
の
中 

田
正ま

さ

甫ほ

さ
ん（
〒
６
３
０
―０
１ 

０
１
、高
山
町
１
２
７
６
３
、☎

78・０
３
６
９
）

︱
︱
本
は
図
書
館
北
分
館
で
用

意
し
ま
す
。

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
29
日

㈰
ま
で
に
図
書
館
北
分
館「
は

ば
た
き 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」

係
へ
電
話（
☎
71・
３
３
３
２
）

か
、直
接
市
内
５
図
書
館・室

タ
ッ
フ
が
手
伝
い
ま
す
。

▼
定
員　
20
人
程
度（
抽
選
制
）

▼
費
用　
２
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　

フ
ァ
ク
ス

か
メ
ー
ル
に
住
所
、氏
名・
ふ
り

が
な
、年
齢
、電
話
番
号
を
書
い 

て
、12
月
９
日
㈬
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
い
こ
ま
国
際
交
流
協
会「
デ 

テ
ィ
ク
ラ
ブ
」係（
☎
兼

78・ 

６
４
９
１
、entry@

ikoryu. 
net

）

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
73・ 

０
７
０
０
、
73・０
２
９
４
）

渡辺りえこさん
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
害
児・者
を
守
る
連
合
会

の
ク
リ
ス
マ
ス
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
13
日
㈰

10
時
～
12
時
、福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　
障
が
い
児・
者
と
、多
く

の
市
民
が
ふ
れ
あ
い
楽
し
め
る
、

マ
ロ
ン・
フ
レ
ン
ズ
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
12
月
５
日

㈯
ま
で
に
生
駒
市
障
害
児・
者

を
守
る
連
合
会
の
安
田
ま
ゆ
み

さ
ん（
☎
兼

79・３
６
０
８
）

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
バ
ザ
ー

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
５
日
㈯

12
時
～
13
時
30
分（
売
り
切
れ

次
第
終
了
）、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

第
９
回
ｉイ

コ

リ

ュ

ウ

ｋ
ｏ
ｒ
ｙ
ｕ
音
楽
祭

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
６
日
㈰

12
時
～
15
時
30
分
、南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容

◇
交
流
ひ
ろ
ば（
12
時
～
13
時
）… 

民
族
雑
貨
、手
作
り
品
な
ど
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
バ
ザ
ー（
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
）

◇
ス
テ
ー
ジ
発
表（
13
時
～
14
時

30
分
）…
斑
鳩
雅
楽
会
、南ナ

ム
ジ
ョ
ン
ス秀

韓
国
伝
統
舞
踊
団
ハ
ン
サ
モ
、

生
駒
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ

ス
部
、イ
ン
ド
ネ
シ
アN

ナ
イ

ais

ス
タ
ー

ter 
D

ダ

ン

ス

ance

な
ど
、民
族
音
楽
と
舞

踊
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
定
員　
２
０
０
人（
当
日
先
着

順
）

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
こ
ま 

国
際
交
流
協
会
ｉ
ｋ
ｏ
ｒ
ｙ
ｕ 

音
楽
祭
係（
☎
０
９
０・８
２
３ 

７・２
４
６
３
、夜
間
だ
け
）

問生涯学習課（内線644）

▶ところ　たけまるホール
　――公共交通機関を利用してください。
▶費用　無料（申込不要）
■作品展示
▶ とき　11月27日㈮～29日㈰、9:00～ 

17:00（27日は13:00から、29日は15: 
00まで）

▶ 内容　書道・園芸・手芸・陶芸・絵画ク
ラブの作品展示、クッキング・ハイキン
グ・民謡レクリエーション体操・コーラ
スクラブの活動記録の展示

■学習発表会
▶とき　11月28日㈯12:50～13：50
▶ 内容　コーラス、民謡、レクリエーショ

ン体操クラブによる舞台発表
■記念講演
▶とき　11月28日㈯14:00～15:30
▶ 内容　東洋大学生命科学部教授の川口 

英夫さんによる講演「相性ってなに？」
■大演芸会
▶とき　11月29日㈰13:00～16：00
▶ 内容　いこま寿大学生による踊り、寸

劇、コーラス、紙芝居などの演芸披露、
豪華賞品の当たる大抽選会

■お茶席、コーヒーコーナー
▶ とき　お茶席コーナーは11月28日㈯・

29日㈰10：00～12:00、コーヒーコー
ナーは11月29日㈰11:30～15:00

▶ 費用　1杯100円（お茶席は和菓子付き。 
なくなり次第終了）

いこま寿大学大学祭
第18回

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
フ
ラ
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
27
日
㈮ 

12
時
～
14
時
30
分
、南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　

癒
し
の
フ
ラ
ソ
ン
グ
に

あ
わ
せ
て
い
っ
し
ょ
に
踊
り
ま
せ

ん
か
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　

ナ
プ
ア
オ
カ
ア
イ
ナ 

の
早
川
美
佐
子
さ
ん（
☎
０
９ 

０・５
１
２
８・６
２
９
９
）

ス
ト
レ
ス
解
消
健
康
カ
ラ
オ
ケ

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
14
日
㈪

13
時
～
17
時
、元
町
１
丁
目

▼
内
容　

歌
の
好
き
な
人
が
い
っ

し
ょ
に
歌
う
歌
唱
会

▼
定
員　
15
人（
申
込
順
）

▼
費
用　
８
０
０
円

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
24
日

㈫
～
12
月
１
日
㈫
に
歌
唱
絆き

ず
な

の 

会
の
佐
脇
正ま

さ

純す
み
さ
ん（
☎
74・
２ 

５
３
５
）

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

▼
内
容　
手
作
り
品
、ケ
ー
キ
、日

用
品
、衣
類
、食
品
な
ど
の
販
売

▼
問
合
せ　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
奈

良
県
第
22
団
の
奥
西
久
美
子
さ

ん（
☎
77・６
３
３
５
）

親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
対
象　
4
歳
～
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
6
日
㈰

①
13
時
～
14
時
30
分
②
15
時
～

16
時
30
分
、市
民
体
育
館

▼
内
容　

プ
ロ
の
チ
ア
ダ
ン
ス
講

師
に
よ
る
、簡
単
な
振
り
付
け
を

親
子
で
覚
え
て
楽
し
み
ま
す
。子

ど
も
は
12
月
13
日
㈰
の
奈
良
マ

ラ
ソ
ン
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
も 

出
演
し
ま
す（
希
望
者
だ
け
）。

▼
定
員　
各
10
組（
申
込
順
）

▼
費
用　
１
組
８
０
０
円（
追
加

1
人
３
０
０
円
）

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
25
日 

㈬
10
時
か
ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
、電 

話
か
メ
ー
ル
で
住
所
、参
加
者
の 

氏
名・
生
年
月
日・
電
話
番
号
、 

希
望
時
間（
①
か
②
）を
明
ら
か 

に
し
て
、リ
ト
ル
パ
イ
ン
総
合
型 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
松
岡 

さ
ん（
☎
０
９
０・１
９
６
７・９ 

１
２
４
、little 

pine@
hb.tp1. 

jp

）

申込フォー
ムはこちら
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生
駒
市
陶
美
会
作
品
展

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
４
日
㈮

～
６
日
㈰
、10
時
～
17
時（
６
日

は
16
時
ま
で
）、芸
術
会
館
美み

楽ら

来く
▼
内
容　
日
頃
の
成
果
を
展
覧
し

ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
生
駒
市
陶
美
会
の
杉 

浦
洋
子
さ
ん（
☎
73・０
３
１
３
）

民
踊
無
料
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
10
日
㈭ 

９
時
30
分
～
12
時
、た
け
ま
る
ホ 

ー
ル（
申
込
不
要
）

▼
内
容　
「
よ
さ
こ
い
節
」「
鹿
児
島

お
は
ら
」の
練
習
で
す
。

▼
問
合
せ　
弥
生
会
の
喜き

タた

田だ

靖

子
さ
ん（
☎
78・１
０
５
４
）

天
理
の
町
に
予
科
練
跡
を
探
る

▼
と
き・
と
こ
ろ　

11
月
28
日
㈯

10
時
～
16
時
、近
鉄
天
理
駅
集

合
▼
内
容　
奈
良
海
軍
航
空
隊
、奈

良
隊
予
科
練
生
の
転
隊
先
を
巡

り
ま
し
ょ
う
。

般
若
心
経
を
書
き
ま
せ
ん
か

▼
と
き・
と
こ
ろ　
12
月
１
日
㈫・

12
日
㈯
、13
時
～
16
時
、た
け
ま

る
ホ
ー
ル

　

︱
︱
２
日
と
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
内
容　
写
経
体
験
と
仏
典
の
内

容
学
習
、会
員
作
品
の
鑑
賞

▼
必
要
品　
小
筆
、硯
、墨
、下
敷
、

文
鎮
、半
紙
漢
字
用
２
枚

▼
定
員　
15
人（
抽
選
制
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
28
日

㈯
ま
で
に
写
経
の
爽
心
会
の
伊 

藤
敏
彦
さ
ん（
☎
77・６
５
２
５
）

ふ
れ
あ
い
歌
唱
無
料
講
習
会

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
３
日
㈭

13
時
～
15
時
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

（
申
込
不
要
）

太
極
拳
カ
ン
フ
ー
講
座

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
５
日
㈯ 

12
時
～
14
時
30
分
、た
け
ま
る
ホ 

ー
ル

▼
内
容　
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
楽
し
く
武
術
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
カ
ン 

フ
ー
同
好
会
の
林
隆
志
さ
ん（
☎ 

０
８
０・３
８
６
１・４
５
２
０
）

生
駒
市
立
病
院
の

公
開
医
療
講
座

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　

同
院
医
療
講
座
係

（
☎
72・１
１
１
１
）

■
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

せ
せ
ら
ぎ

▼
と
き　
12
月
８
日
㈫
14
時
～
15

時
30
分

▼
内
容　
同
院
理
学
療
法
士
の
鈴

木
大だ

い

剛ご
う
さ
ん
に
よ
る
講
演「
お
う 

ち
で
で
き
る
転
倒
予
防
体
操
」と 

同
院
消
化
器
内
科
医
長
の
平
川

富
夫
さ
ん
に
よ
る
講
演「
内
視
鏡

検
査
っ
て
、ど
う
で
し
ょ
う
？
」

▼
定
員　
80
人（
当
日
先
着
順
）

■
生
駒
市
立
病
院

▼
と
き　
12
月
11
日
㈮
14
時
～
15

時
▼
内
容　
同
院
内
科
医
の
浴え

き

野の

成し
げ

生お

さ
ん
に
よ
る
講
演「
循
環
器
系 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意

　

冬
は
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食

中
毒・感
染
症
が
多
発
し
や
す
い
季

節
で
す
。ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

食
品
を
生
の
ま
ま
か
不
十
分
な
加

熱
で
食
べ
た
り
、便
や
吐
物
を
介
し

た
り
し
て
人
に
感
染
し
ま
す
。感
染

す
る
と
嘔お

う

吐と

、下
痢
、発
熱
な
ど
の

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

▼
予
防
方
法　
食
材
の
加
熱（
特

に
牡か

蠣き

な
ど
の
2
枚
貝
は
中
心

温
度
85
度
で
90
秒
以
上
の
加
熱

が
必
要
）、手
洗
い
の
励
行
、調

理
器
具
を
十
分
に
洗
浄
し
、次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
塩
素

系
漂
白
剤
）や
熱
湯
で
消
毒
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
健
康
課（
☎
75・
２
２ 

５
５
）

健
診
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
、後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入

し
て
い
る
人
の
健
康
診
断
は
、平
成

28
年
１
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
。健

康
な
生
活
と
、生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
券
は
、対
象
者
に
送
っ
て

い
ま
す
が
、紛
失
し
た
場
合
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
制
度 

の
特
定
健
診
は
国
保
医
療
課
国 

保
係（
内
線
７
８
２
）、後
期
高
齢 

者
医
療
制
度
の
健
康
診
査
は
同

課
福
祉
医
療
係（
内
線
７
８
８
）

 

生駒の話題や情報をお届
けする15分番組。毎月1日・
15日に更新。手話通訳つき

生駒市広報番組
ラブリータウンいこま

視聴方法
◇KCNファミリーチャンネルで
　毎日10：00と22：00に放送
◇市ホームページから
　YouTubeで配信

11月15日～30日の放送予定内容
〈トピックス〉
　◇いまこいバル
　◇  小学生メニューコンテスト 

調理審査（2次審査）
〈いこま探検隊〉
　◇ふるさとミュージアムに潜入
〈エキ前とりっぷ〉
　◇一分駅

視聴は
こちら

問秘書広報広聴課（内線222）

▼
内
容　
課
題
曲「
こ
こ
ろ
花
」の

学
習

▼
問
合
せ　
歌
唱
愛
好
会
の
藤
島

明
さ
ん（
☎
74・１
２
７
７
）

▼
必
要
品　
弁
当
、タ
オ
ル
、筆
記

用
具

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
生
駒
市
平
和
委
員
会 

の
正
木
陸み

ち

稔と
し
さ
ん（
☎
75・
７
４ 

８
９
）

血
液
、リ
ン
パ
液
の
循
環
に
つ
い

て
」

▼
定
員　
１
０
０
人（
当
日
先
着

順
）
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

が
ん
検
診・予
防
接
種
の

指
定
医
療
機
関
の
変
更

　

守
屋
医
院（
あ
す
か
野
南
）が
、

胃
が
ん・
大
腸
が
ん
個
別
検
診
、ジ

フ
テ
リ
ア
破
傷
風
２
期・
子
宮
頸

が
ん・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
の
指
定
医
療
機
関
で
な
く
な
り

ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

健
康
課（
☎
75・
２
２ 

５
５
）

親
子
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

▼
対
象・と
き　

①
12
月
３
日
㈭
…
平
成
25
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
て
、ひ
と
り

歩
き
が
で
き
る
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

②
12
月
11
日
㈮
…
平
成
24
年
4
月

2
日
～
平
成
25
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者

　

︱
︱
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
30

分
で
す
。初
め
て
の
人
を
優
先
し

ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
ず
さ（
西
旭
ケ
丘
）

　
︱
︱
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　
保
育
士
と
い
っ
し
ょ
に

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
通
し
て
親
子

の
絆き

ず
な

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
定
員　
各
10
組（
申
込
順
）

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト
の

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
、子
育
て
中
の
人
の
活
動
を
援
助

す
る
た
め
、外
出
や
授
業
参
観・
懇

談
会
な
ど
の
と
き
に
子
ど
も
を
一

時
的
に
預
け
た
い
人（
依
頼
会
員
）

と
預
か
る
人（
援
助
会
員
）を
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
事
業
で
す
。

▼
費
用　
無
料

▼
問
合
せ　
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー

ト（
☎
73・５
５
５
２
）

■
子
育
て
応
援
し
ま
せ
ん
か 

新
規
援
助
会
員
講
習
会

▼
対
象　
市
内
に
住
む
心
身
と
も

に
健
康
な
20
歳
以
上
で
、子
育

サ
ン
デ
ー
ひ
ろ
ば

▼
対
象　
市
内
に
住
む
就
学
前
の

子
ど
も（
幼
稚
園
、保
育
園
に
通

う
園
児
も
可
）と
そ
の
保
護
者

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
6
日
㈰

う
ち
エ
コ
診
断
を

受
診
し
ま
せ
ん
か

▼
対
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

▼
内
容　
「
う
ち
エ
コ
診
断
士
」が

各
家
庭
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
っ
た
省
エ
ネ
方
法
を
提
案
。二

酸
化
炭
素
と
光
熱
費
の
削
減
を

目
指
し
ま
す
。

▼
定
員　
30
人（
申
込
順
）

うちエコ診断のとき・ところ
とき ところ

12月6日㈰
13：00、
14：00、
15：00

北コミュニティ
センターI

イ ス タ

STA
はばたき8日㈫

9日㈬ コミュニティ
センター13日㈰ 10：00、

11：00
◇いずれか1回で、時間は40～50分間です。

て
を
応
援
し
た
い
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
22
日
㈫

10
時
～
12
時
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

▼
内
容　

同
事
業
の
説
明・
ビ
デ

オ
講
習

▼
そ
の
他　

会
員
登
録
に
は
、縦

4
㎝
×
横
3
㎝
の
顔
写
真
2
枚 

（
保
護
者
）と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
み　
12
月
18
日
㈮
ま
で
に

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト

■
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

▼
対
象　

フ
ァ
ミ・
サ
ポ
全
会
員

と
、フ
ァ
ミ・
サ
ポ
事
業
に
関
心

が
あ
り
市
内
に
住
む
20
歳
以
上

の
心
身
と
も
に
健
康
で
子
育
て

を
応
援
し
た
い
人

▼
と
き・
と
こ
ろ　

12
月
15
日
㈫ 

9
時
30
分
～
11
時
30
分
、子
育

て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
た
っ
ち

▼
内
容　

市
保
健
師
に
よ
る「
身

体
の
発
育
と
病
気
」

▼
定
員　
25
人（
申
込
順
）

▼
申
込
み　
11
月
24
日
㈫
～
12
月

14
日
㈪
に
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー

ト

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
11
月
27
日

㈮
10
時
か
ら
電
話
で
地
域
子
育 

て
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
74・
３
９ 

９
９
）

▼
費
用　
無
料

▼
申
込
み・
問
合
せ　
は
が
き
、フ 

ァ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で
住
所
、氏 

名・
ふ
り
が
な
、電
話
番
号
、受

診
希
望
日
時（
第
３
希
望
ま
で
）、 

「
う
ち
エ
コ
診
断
希
望
」と
書
い 

て
、11
月
23
日
㈷
～
30
日
㈪（
必 

着
）ま
で
に
奈
良
県
地
球
温
暖 

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー（
〒 

６
３
０
―８
０
０
２
、奈
良
市
二 

条
町
２
丁
目
５
―３
、☎
０
７
４ 

２・
35・
６
７
３
０
、
０
７
４ 

２・55・８
３
６
８
、nara_uc 

hieco@
yahoo.co.jp

）

9
時
30
分
～
11
時
30
分
の
間
で

自
由
参
加
、中
保
育
園

▼
内
容　
園
庭
や
室
内
で
の
あ
そ

び
、保
健
師
や
看
護
師
に
よ
る

子
育
て
相
談
、保
育
士
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
遊
び
な
ど
を

行
い
ま
す
。

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ　
子
育
て
支
援
総
合
セ 

ン
タ
ー（
☎
73・
５
５
８
２
）、中

保
育
園（
☎
74・５
５
７
０
）

窓
口
専
用
端
末
機
を

廃
止
し
ま
す

　

市
役
所
と
市
内
６
か
所
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い

る
窓
口
専
用
端
末
機
は
、国
の
制

度
変
更
に
伴
い
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、平

成
28
年
４
月
１

日
か
ら
廃
止
し

ま
す
。ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　
市
民
課（
内
線
３
０ 

７
）
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競
争
入
札
参
加
業
者
登
録
申
請

（
物
品
供
給
な
ど
）の
受
付

　

本
市
と
水
道
事
業
事
務
所
が
発

注
す
る
印
刷
、備
品
、消
耗
品
な
ど

の
物
品
供
給・
製
造
と
、委
託
業
務

（
測
量・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
委
託
業
務
を
除
く
）の
競
争

入
札
な
ど
に
参
加
す
る
た
め
の
業

者
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
今
回
は
追
加
申
請（
平
成
28・
29

年
度
分
）の
た
め
、昨
年
申
請
し
た

事
業
者（
平
成
26
年
11
月
～
平
成

27
年
１
月
に
受
付
）は
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
︱
︱
水
道
事
業
事
務
所
へ
の
提

出
は
不
要
で
す
。

▼
受
付
期
間　
①
12
月
１
日
㈫
～

14
日
㈪
②
平
成
28
年
２
月
１
日

㈪
～
８
日
㈪

　
︱
︱
い
ず
れ
も
消
印
有
効
で
す
。

▼
受
付
方
法　
郵
送
か
直
接

　

︱
︱
直
接
の
場
合
、提
出
だ
け

で
当
日
の
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
要
領
と
様
式
の
配
布　
契
約
検 

査
課
と
上
下
水
道
部
総
務
課（
真 

弓
事
務
所
）で
配
布
す
る
他
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ 

ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ　
契
約
検
査
課（
内
線

５
０
５
）、水
道
事
業
に
関
す
る

内
容
は
、上
下
水
道
部
総
務
課

（
☎
79・２
８
０
０
）

日
本
語
学
習
支
援 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

本
市
は
外
国
人
も
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、日
本
語
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。学
習
を
希

望
す
る
人
が
増
え
て
い
る
た
め
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き・と
こ
ろ　

◇
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ 

Ｓス

タ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
…
木
曜
日
の

18
時
30
分
～
20
時

◇
図
書
会
館
…
土
曜
日
の
18
時
～

19
時
30
分

▼
内
容　
日
本
語
学
習
を
希
望
す

る
人
に
向
け
た
学
習
支
援

▼
問
合
せ　
人
権
施
策
課（
内
線

６
５
3
）

12
月
10
日
は
人
権
デ
ー
、

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
、「
世
界
人

権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、12
月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
て
い
ま
す
。日
本
で
は
12
月

４
日
～
10
日
を「
人
権
週
間
」と
し

て
、人
権
意
識
の
普
及・
高
揚
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

▼
特
設
人
権
相
談
所
の
と
き・
と

こ
ろ　
12
月
1
日
㈫
10
時
～
15

時
、市
役
所
４
階
会
議
室

　
︱
︱
毎
月
第
３
火
曜
日
に
行
う

人
権
相
談
を
12
月
は
こ
の
特
設

人
権
相
談
に
代
え
ま
す
。

▼
内
容　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
。相
談
者
の
不
利
に
な

る
こ
と
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ　
人
権
施
策
課（
内
線

３
１
３
）

学
童
保
育
所（
児
童
育
成

ク
ラ
ブ
）の
指
導
員
を
募
集

　
生
駒
市
学
童
保
育
運
営
協
議
会

は
、学
童
保
育
所
の
正
規
指
導
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　
20
歳
以
上
で
児
童
と
い 

っ
し
ょ
に
放
課
後
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
健
康
な
人
、子
育
て

▶ 注意　これは浄化槽のくみ
取り予定表ではありません。
転入、転出などで人数が変
わったり、くみ取りを開始・中止したりする
場合は、申請が必要です。

 問環境事業課(内線356)
とき 1　班 ２　班

1日㈫
傍示

秋津、東山町、
小平尾町

2日㈬ 小平尾町3日㈭
4日㈮ 庄田 萩の台、小瀬町
5日㈯ 萩原町7日㈪ 庄田、大北
8日㈫ 大北 藤尾町、大門町
9日㈬ 大北、久保 鬼取町
10日㈭ 久保 菜畑町、西畑町
11日㈮ 宮方 有里町
12日㈯ 宮方、芝 有里町、壱分町
14日㈪ 芝 壱分町

15日㈫ 上町、鹿畑町 壱分町、西菜畑町、
中菜畑1丁目

16日㈬ 北田原町
東生駒月見町、
東菜畑1・2丁目、
中菜畑2丁目、
東生駒

17日㈭ 北田原町、
南田原町

緑ケ丘、新旭ケ丘、
軽井沢町、
西旭ケ丘

18日㈮ 南田原町 西旭ケ丘、
東旭ケ丘、山崎町

19日㈯ 南田原町、松美台、
新生駒台 山崎町、辻町

21日㈪ 小明町、桜ケ丘、
俵口町 辻町

22日㈫ 俵口町 谷田町

23日㈷ 東松ケ丘、
西松ケ丘

東新町、
本町、元町1丁目

24日㈭ 西松ケ丘、
喜里が丘

山崎新町、仲之町、
元町2丁目

25日㈮ 門前町 北新町26日㈯

28日㈪
傍示

秋津、東山町、
小平尾町

29日㈫ 小平尾町30日㈬

12月のし尿くみ取り予定表支
援
に
熱
意
の
あ
る
人

▼
募
集
人
員　
若
干
名

▼
一
次
審
査
の
と
き・と
こ
ろ　
12 

月
20
日
㈰
10
時
、生
駒
市
役
所

（
詳
細
は
受
験
票
に
記
載
）

▼
一
次
審
査
内
容　
適
性
検
査
、

能
力
検
査
、小
論
文（
１
時
間
30

分
程
度
）

　

︱
︱
一
次
審
査
通
過
者
に
、二

次
審
査（
平
成
28
年
１
月
中
旬

～
下
旬
の
日
曜
日
）の
詳
細
を

通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
み・
問
合
せ　

市
販
の
履

歴
書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項

を
書
い
て
、直
接
か
郵
送
で
12
月

11
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
教
育
総

務
課（
〒
６
３
０
―０
２
８
８
、

東
新
町
８
―38
、内
線
６
２
５
）。

後
日
、受
験
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

︱
︱
勤
務
条
件
な
ど
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

古森淳一さん
市
民
功
労
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

多
額
の
寄
附
に
よ
り
生
駒
市
の

発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
、市

民
功
労
表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

◇
古
森
淳
一
さ
ん

▼
問
合
せ　

秘
書
広
報
広
聴
課

（
内
線
２
０
４
）

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
等

の
指
定
に
係
る
説
明
会

　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
等
の

区
域
指
定
を
進
め
る
た
め
、奈
良
県

は
本
市
と
共
同
で
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
方
式
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
展
示
や
映
像
、リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
、土
砂
災
害
の
情
報
を
提

供
し
ま
す
。質
問
な
ど
は
個
別
に
担

当
職
員
が
対
応
し
ま
す
。

▼
と
き・と
こ
ろ

◇
12
月
６
日
㈰
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
Ｉイ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き

◇
12
月
12
日
㈯
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

　

︱
︱
い
ず
れ
も
時
間
は
12
時
～ 

16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）で
す
。 

受
付
時
間
内
は
、職
員
が
随
時
説 

明・対
応
し
ま
す
。

▼
説
明
会
の
対
象
地
区　
高
山
町
、 

鹿
畑
町
、鹿
ノ
台
、小
明
町
、俵

口
町
、光
陽
台
、東
松
ケ
丘
、西

松
ケ
丘
、壱
分
町
、さ
つ
き
台
、

有
里
町
、萩
原
町
、青
山
台
、藤

尾
町
、小
瀬
町
、小
平
尾
町
の
各

一
部

▼
問
合
せ　
奈
良
県
郡
山
土
木
事 

務
所
計
画
調
整
課（
☎
51・０
２ 

０
２
）、事
業
計
画
課（
内
線
６ 

９
３
）

「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」

開
催
に
よ
る
交
通
規
制

▼
と
き　
12
月
13
日
㈰
８
時
30
分

頃
～
15
時
頃　

▼
主
な
規
制
区
間　

◇
国
道
３
６
９
号（
大
宮
通
り
）…

二
条
大
路
南
５
丁
目
～
県
庁
東

～
焼
門
前

◇
国
道
１
６
９
号（
天
理
街
道
）…

紀
寺
～
窪
之
庄
町
南

◇
県
道
高
畑
山
線
な
ど
…
高
樋
町

～
円
照
寺
前
～
高
畑
町

◇
奈
良
市
道（
や
す
ら
ぎ
の
道
）な
ど 

…
高
天
～
奈
良
市
鴻
ノ
池
陸
上

競
技
場
、奈
良
公
園
、天
理
市
内

▼
問
合
せ　
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局（
☎
０
７
４
２・

81・８
７
５
２
）

「
ゆ
う
ド
キ
ッ
！
」放
送
中

　

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
で
毎
週
金
曜 

日
に
放
送
し
て
い
る「
ゆ
う
ド
キ 

ッ
！
」。18
時
30
分
か
ら
、県
内
各

市
の
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
生
駒
市
が
紹
介
さ
れ
る
12
月
の

放
送
日　
4
日・25
日

▼
問
合
せ　

秘
書
広
報
広
聴
課

（
内
線
２
２
２
）

このコーナーでは、本市が募集した
ポスターや標語の入選作品、各種
大会やコンクールに市を代表して
出場する市民などを紹介します。

び と

キラリ
生駒

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
期

間
を
2
月
1
日
ま
で
延
長

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
申
請

期
間
を
平
成
28
年
2
月
1
日
㈪
ま

で
延
長
し
ま
す
。申
請
が
ま
だ
の
人

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法・
問
合
せ　
給
付
対

象
と
思
わ
れ
る
人
に
送
付
し
た

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、直
接
か
郵
送
で
臨
時
福
祉

給
付
金
担
当
窓
口（
〒
６
３
０
―

０
２
８
８
、東
新
町
８
―38
、市

役
所
2
階
２
０
１
会
議
室
、☎

０
５
７
０・０
１
５・０
９
２
）

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
は
た
い
せ
つ
に
保
管
を

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
、支 

払
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」は
、

添
付
書
類
と
し
て
必
要
で
す
の
で

た
い
せ
つ
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

控
除
証
明
書
は
、国
民
年
金
保

険
料
を
平
成
27
年
１
月
１
日
～
９

月
30
日
に
支
払
っ
た
人
に
は
11
月

上
旬
に
、10
月
１
日
～
12
月
31
日

に
今
年
初
め
て
支
払
っ
た
人
に
は

平
成
28
年
２
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
に
は
、納
付
済
の

保
険
料
額
と
、年
内
に
納
付
が
見

込
ま
れ
る
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
場
合
、納
め
た
人
の

社
会
保
険
料
控
除
で
す
の
で
、支

払
っ
た
家
族
宛
て
の
控
除
証
明
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

◇
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎ 

０
５
７
０・０
５
８・５
５
５
）

　

︱
︱
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話 

か
ら
は
☎
03・
６
７
０
０・
１
１ 

４
４（
平
日
は
９
時
～
19
時
、第

２
土
曜
日
は
９
時
～
17
時
）

◇
奈
良
年
金
事
務
所（
☎
０
７
４ 

２・35・１
３
７
０
）

放
送
大
学
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

▼
募
集
す
る
学
生　
満
15
歳
以
上

（
４
年
間
学
ぶ
全
科
履
修
生
だ

け
満
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資

格
の
あ
る
人
）

　
︱
︱
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
内
容　

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ 

ッ
ト
で
心
理
学
、福
祉
、経
済
、

歴
史
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ

る
通
信
制
の
大
学
。学
位
取
得
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
を
目
指
す

人
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
申
込
み　
所
定
の
用
紙
に
必
要 

事
項
を
書
い
て
、12
月
１
日
㈫ 

～
平
成
28
年
３
月
20
日
㈰（
必 

着
）ま
で
に
同
大
学
本
部（
〒
２ 

６
１
―８
５
８
６
、千
葉
市
美
浜

区
美
浜
郵
便
局
私
書
箱
５
号
）

　

︱
︱
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
出
願
で
き
ま
す
。

▼
資
料
の
請
求・
問
合
せ　

同
大 

学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
０ 

７
４
２・20・７
８
７
０
）
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ジ
ュ
ニ
ア・ア
ー
ト・

フ
ェ
ス
タ
の
入
選
者

　

市
民
文
化
祭
作
品
展
の
ジ
ュ
ニ 

ア
部
門「
ジ
ュ
ニ
ア・
ア
ー
ト・
フ
ェ

ス
タ
」に
、合
計
７
４
８
点
の
応
募

が
あ
り
優
秀
な
作
品
を
表
彰
し
ま

し
た（
順
不
同
、敬
称
略
）。

▼
問
合
せ　
生
涯
学
習
課（
内
線

６
４
９
）

■
絵
画・図
画

▼
市
長
賞

◇
臼
井
蒼 

（
生
駒
台
小
2
年
）

◇
永
本
陽
菜
乃 （
鹿
ノ
台
小
4
年
）

◇
西
田
く
れ
あ 

（
大
瀬
中
2
年
）

▼
議
長
賞

◇
辻
田
晃ひ

な
た和 

 

（
生
駒
南
第
二
小
1
年
）

◇
髙
貝
悠
一 

（
光
明
中
2
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
松
井
大
地 

（
生
駒
台
小
1
年
）

◇
く
ら
野
こ
こ
ろ 

（
真
弓
小
3
年
）

◇
市
園
明
日
菜 

（
大
瀬
中
2
年
）

■
書
道

▼
市
長
賞

◇
勝
見
枝し

恩お
ん 

（
真
弓
小
1
年
）

◇
岡
田
幸ゆ

穏の
ん 

（
生
駒
台
小
3
年
）

◇
秋
山
由
芽 

（
生
駒
小
5
年
）

◇
西
野
真
子 

（
緑
ケ
丘
中
2
年
）

▼
議
長
賞

◇
岩
田
涼
平 

（
生
駒
台
小
2
年
）

◇
伊
東
綾
那 

（
桜
ケ
丘
小
4
年
）

◇
嬉
野
咲は

花な 

（
桜
ケ
丘
小
5
年
）

◇
酒
井
優
佳 

（
緑
ケ
丘
中
2
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
水
上
稜す

み

絵え 

（
生
駒
東
小
2
年
）

◇
村
岡
明
日
香 （
桜
ケ
丘
小
4
年
）

◇
高
田
彩あ

や

帆ほ （
あ
す
か
野
小
5
年
）

◇
池
田
真
優
加 

（
上
中
1
年
）

■
詩

▼
市
長
賞

◇
明あ

け

田だ

一
志 

（
生
駒
台
小
1
年
）

◇
明
田
七
海 

（
生
駒
台
小
4
年
）

■
川
柳

▼
市
長
賞

◇
近
藤
里
香 （
あ
す
か
野
小
2
年
）

◇
村
西
紗さ

羽わ 
（
鹿
ノ
台
小
3
年
）

◇
西に

し

岳お
か

美
咲 
（
生
駒
小
6
年
）

◇
中
谷
幸ゆ

き

穂ほ 

（
生
駒
北
中
1
年
）

▼
議
長
賞

◇
徳
山
大
河 （
あ
す
か
野
小
1
年
）

◇
一
橋
祐
樹 （
あ
す
か
野
小
4
年
）

◇
黒
松
愛ま

な

佳か 

（
生
駒
台
小
5
年
）

◇
日
下
部
遥 

（
緑
ケ
丘
中
1
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
国
宗
和
花 （
あ
す
か
野
小
2
年
）

◇
勝
目
葵 

（
生
駒
東
小
4
年
）

◇
三
村
遥は

る

輝き 

（
生
駒
台
小
6
年
）

■
短
歌

▼
市
長
賞

◇
谷
口
璃り

子こ 

（
生
駒
南
小
2
年
）

◇
上
山
那な

由ゆ

太た 

（
生
駒
小
4
年
）

◇
岩
崎
礎そ

良ら 

（
生
駒
台
小
6
年
）

◇
森
本
将
太
郎 

（
上
中
3
年
）

▼
議
長
賞

◇
小
西
遼 

（
壱
分
小
1
年
）

◇
中
野
景け

い

友と （
あ
す
か
野
小
4
年
）

◇
田
中
雅
寛 

 
 

（
生
駒
南
第
二
小
6
年
）

◇
井
上
光こ

う

輝き 

（
上
中
2
年
）

▼
教
育
長
賞

◇
松
下
衿え

り

斗と 

（
生
駒
南
小
2
年
）

◇
村
田
圭け

い

史じ （
あ
す
か
野
小
4
年
）

◇
楓か

い
で井
香か

音の
ん 

（
俵
口
小
6
年
）

◇
佐
藤
航
輔 

（
上
中
2
年
）

■
俳
句

▼
市
長
賞

◇
髙
木
優
花 （
あ
す
か
野
小
1
年
）

◇
原
快
斗 （
生
駒
南
第
二
小
3
年
）

◇
西
岳
美
咲 

（
生
駒
小
6
年
）

◇
吉
本
祐
樹 

（
上
中
2
年
）

▼
議
長
賞

◇
平
山
美
緒 

（
生
駒
小
1
年
）

◇
山
田
安
侑
未 （
生
駒
台
小
5
年
）

◇
中
谷
千ち

幸ゆ
き 

（
生
駒
北
中
3
年
）

▼
教
育
長
賞

環
境
啓
発
絵
画
、 

入
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
「
環
境
モ
デ
ル
都
市『
い
こ
ま
』～ 

こ
ど
も
た
ち
が
考
え
る
未
来
の
生 

駒
市
～
」の
テ
ー
マ
で
市
内
の
小・

中
学
生
か
ら
募
集
し
た「
環
境
啓

発
絵
画
」に
８
８
０
点
の
応
募
が

あ
り
、入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

（
順
不
同
、敬
称
略
）。

　

な
お
、入
選
作
品
は
２
０
１
６

年
の
環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
に
使
用
し

ま
す
。

▼
問
合
せ　
環
境
モ
デ
ル
都
市
推

進
課（
内
線
３
７
７
）

■
環
境
啓
発
絵
画
入
選
者

◇
松
田
真
奈
実 （
生
駒
南
小
５
年
）

◇
松
井
絆き

ず
な 

（
鹿
ノ
台
小
２
年
）

◇
橋
本
匠た

く
み生 （
あ
す
か
野
小
６
年
）

◇
藤
井
心こ

晴は
る 

（
生
駒
中
１
年
）

◇
宮
原
直な

央お 

（
緑
ケ
丘
中
１
年
）

◇
田
中
香
帆 

（
緑
ケ
丘
中
３
年
）

◇
花
木
涼
音 

（
鹿
ノ
台
中
１
年
）

◇
伊
藤
壮
汰 

（
鹿
ノ
台
中
２
年
）

◇
木
原
翔し

ょ
う

冴ご 

（
鹿
ノ
台
中
２
年
）

◇
花
岡
凜 

（
光
明
中
２
年
）

◇
木
路
朋
華 

（
大
瀬
中
１
年
）

◇
髙
橋
主か

ず

誉よ
し 

（
大
瀬
中
１
年
）

◇
堀
内
喜よ

し

直な
お 

（
大
瀬
中
１
年
）

■
環
境
啓
発
絵
画 

全
応
募
作
品
の
展
示
会

▼
と
き・対
象

◇
12
月
2
日
㈬
～
6
日
㈰
、９
時 

～
17
時
…（
小
学
校
）生
駒
、生
駒 

南
、生
駒
北
、真
弓
、鹿
ノ
台
、あ

す
か
野
、生
駒
南
第
二
、（
中
学

校
）生
駒
南
、光
明
、大
瀬

◇
12
月
9
日
㈬
～
13
日
㈰
、９
時

～
17
時
…
（
中
学
校
）生
駒
、緑

ケ
丘
、鹿
ノ
台
、上

▼
と
こ
ろ　
た
け
ま
る
ホ
ー
ル

▼
費
用　
無
料（
申
込
不
要
）

第
48
回 

生
駒
市
民
体
育
祭
の
結
果

■
10
月
11
日
㈰
開
催

▼
自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大 

会
◇
年
齢
制
限
あ
り
…〈
優
勝
〉壱
分 

南
オ
ー
ル
ヤ
ン
キ
ー
ズ 

〈
準
優

勝
〉俵
口
Ａ

◇
年
齢
制
限
な
し
…〈
優
勝
〉辻
町 

自
治
会
Ｂ 

〈
準
優
勝
〉壱
分
町

東
自
治
会

▼
小
学
校
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会　
〈
優
勝
〉壱
分
小
学
校
チ 

ー
ム 

〈
準
優
勝
〉生
駒
小
学
校

チ
ー
ム

▼
自
治
会
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会　
〈
優
勝
〉鹿
ノ
台 〈
準
優
勝
〉 

東
山

▼
小
学
校
区
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会　
〈
優
勝
〉ポ
パ
イ（
俵
口

小
学
校
区
） 〈
準
優
勝
〉ル
ビ
ー

（
あ
す
か
野
小
学
校
区
）

▼
小
学
校
区
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ 

ル
フ
大
会　
〈
優
勝
〉生
駒
台
小

学
校
区
Ａ
チ
ー
ム 〈
準
優
勝
〉生 

駒
南
第
二
小
学
校
区
Ａ
チ
ー
ム

▼
問
合
せ　
（
一
財
）生
駒
市
体
育

協
会（
☎
73・８
８
２
２
）

◇
日
下
部
優
弥 

（
生
駒
小
4
年
）

◇
尾
原
璃
胡 

（
生
駒
台
小
5
年
）

◇
日
下
部
遥 

（
緑
ケ
丘
中
1
年
）
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１
０
０
歳
を
迎
え
た
現
役
画
家
が
い

る
。幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き

で
、小
学
校
内
で
も
1
、2
を
争
う
ほ
ど

の
腕
前
だ
っ
た
。4
年
生
で
奄
美
大
島
か

ら
大
阪
へ
転
校
す
る
と
き
に
は
、美
術
の

先
生
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
、チ
ャ
ン
バ

ラ
の
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　

人
物
画
、風
景
画
、漫
画
、劇
画
と
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
絵
を
描
く
。描
き
方

は
独
学
で
身
に
つ
け
た
。

　
「
映
画
が
好
き
で
、授
業
を
抜
け
出
し

て
見
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。人
の
動
き

は
映
画
か
ら
学
ん
だ
」

　
戦
中
を
過
ご
し
た
の
は
中
国
。真
っ
赤

な
砲
弾
が
飛
び
交
う
戦
場
を
、兵
隊
と

し
て
経
験
し
た
。捕
虜
と
な
っ
た
自
身
を

救
っ
た
の
は「
絵
」だ
っ
た
。

　
「
仲
間
は
食
事
も
ろ
く
に
摂
れ
な
い
状

態
だ
っ
た
が
、自
分
に
は
絵
が
あ
っ
た
。

上
官
を
描
く
こ
と
で
、食
事
が
与
え
ら
れ

て
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
。も
う
戦

争
は
経
験
し
た
く
な
い
」

　

戦
後
は
、漫
画
家
と
し
て
活
躍
。代
表 

作
は「
東ひ

が
し

山や
ま

駒こ
ま

平へ
い

」の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
描
い 

た
、漫
才
師・
花は

な

菱び
し

ア
チ
ャ
コ
出
演
の
ラ 

ジ
オ
ド
ラ
マ「
お
父
さ
ん
は
お
人
好
し
」の 

 
街
人

 

20

          

探
訪

漫
画
。ア
チ
ャ
コ
さ
ん
と
撮
っ
た
写
真
や 

原
画
は
、今
で
も
大
事
に
保
管
し
て
い
る
。

　
平
日
は
毎
朝
7
時
に
起
き
、朝
か
ら
夕

方
ま
で
ア
ト
リ
エ
で
過
ご
す
。作
業
を
し

な
い
日
も
、ア
ト
リ
エ
に
来
る
と
心
が
晴

れ
る
。現
在
は
、12
月
に
教
え
子
と
開
催

す
る「
二に

人に
ん

展
」に
向
け
た
準
備
の
真
っ

最
中
。1
年
が
か
り
で
仕
上
げ
た
大
作

や
、動
物
や
花
を
描
い
た
シ
ン
プ
ル
な
絵
、

漫
画
な
ど
を
展
示
す
る
予
定
だ
。

　

数
々
の
作
品
の
中
に
は
、「
未
完
」「
描

き
直
し
」と
記
さ
れ
た
絵
が
あ
っ
た
。「
人

に
作
品
を
見
せ
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
っ
て

思
う
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、自
分
が
満
足

で
き
な
い
限
り
、そ
の
絵
は
完
成
や
な
い

ん
で
す
。一
旦
描
き
あ
が
っ
た
絵
も
、さ

ら
に
良
い
も
の
を
目
指
し
て
色
を
塗
り
足

し
て
い
く
。気
分
が
乗
ら
な
い
と
ほ
っ
た

ら
か
し
や
か
ら
、完
成
す
る
の
は
ず
っ
と

先
や
け
ど
ね
」

　
「
最
近
は
描
く
ん
、ち
ょ
っ
と
し
ん
ど

い
な
ー
」と
話
し
な
が
ら
も「
こ
の
絵
、ど

う
思
う
？
」と
、ア
ト
リ
エ
内
を
動
き
回

り
、い
く
つ
も
作
品
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
「
二
人
展
に
来
て
、絵
を
見
て
ど
う
思 

っ
た
か
教
え
て
ほ
し
い
。ど
こ
に
目
を
向

け
た
の
か
、ぜ
ひ
聞
か
せ
て
」と
目
を
輝
か 

せ
る
。創
作
意
欲
は
ま
だ
ま
だ
尽
き
な
い
。

さらに良いものを目指して、
絵と向き合う人生。

12月15日㈫～20日㈰、ギャラリ 
ーぷらいむ（東松ケ丘、☎73-33 
11）で「二人展」を開催。99歳の 
ときの作品「むかしむかし」（右）は 
市に寄贈し、みっきランドで展示。 
描く筆が止まるほど、野球観戦 
が好き。本名：藤田重則。100歳。

100歳の画家

藤田 剛
つ よ

士
し

さん
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総勢87人のボランティアが約2,000本の蝋
燭に点灯。公募で集まった川柳を書いた35
基の行

あん
燈
どん

が水面に揺れ、園内が優しい灯りに
包まれました。竹の造形物もライトアップさ
れ、暗闇に幻想的な空間を作り出しました。

茶杓・竹箸削り、親子茶道教室といった体験
教室やオカリナミニコンサートなど、楽しい
催しがたくさん。また、造形物のデザイン公
募で最優秀賞に選ばれた西岡幸二さんの作
品「せん花」が、来場者を魅了しました。高山で竹と触れ合う2日間

10月10日㈯・11日㈰　高山竹林園

昼

夜
　今年で19回目を迎えた「高山 竹あかり」。竹の造形物
や蝋

ろう
燭
そく

の優しい灯りが来場者を幻想的な空間へいざな
いました。また、高山の地場産業が体験できるイベント
なども開かれ、2日間で約3,920人が来場しました。
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木
漏
れ
日
が
差
す
森
で
、
流
し
そ
う
め
ん

９
月
27
日
㈰　
生
駒
台
み
ん
な
の
森

　今年5月にオープンした市民の森で流しそ
うめんを楽しみました。森づくりに参加した
男の子の発案で、地域の皆さんが企画。竹で
組み立てた約20mの台を流れるそうめんを、
竹でできた自作のお椀でいただきました。ひ
と汗かいた後に森の中で食べるそうめんは格
別でした。

　セイセイビル3階にある「みっきランド」が
2倍の広さになってリニューアルオープンし
ました。開館時間は16時まで延び、土曜日
も開いています。手洗い場や授乳スペースも
新設。オープンしたこの日は、ガラス張りの
開放的な空間で、ハンドベルの演奏を聞いた
り、歌ったりして楽しみました。

広
く
便
利
に
！
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

９
月
26
日
㈯　
み
っ
き
ラ
ン
ド

お
月
見
の
日
は
、
ち
び
っ
子
泥
棒
歓
迎

９
月
27
日
㈰　
市
内
各
地

　「また、泥棒された！」「一人1個やで」。中
秋の名月の夜、かわいい泥棒たちが袋やかば
んを持って走り回りました。子どもたちが近
所の家から、お月見のお供え物をもらう「お
月見泥棒」の風習は、市内各地で継承されて
います。地域全体で子どもたちの成長を見守
る温かい行事です。 （写真提供/坪井秀樹さん）

「
コ
ム
ス
」
で
訪
問
し
ま
す

９
月
28
日
㈪　
市
役
所
正
面
玄
関
前

　超小型モビリティ「コムス」の出発式が行
われました。「コムス」はエネルギー消費の少
ない、環境に優しい一人乗り電気自動車。６
時間の充電で約50kmの走行が可能です。健
康課の保健師や助産師が「こんにちは赤ちゃ
ん訪問事業」などで利用し、乳幼児がいる市
内の家庭を訪問します。

芸
術
で
飾
ら
れ
た
参
道

10
月
10
日
㈯
～
18
日
㈰　
宝
山
寺
参
道

　空き家になった町屋に現代アート作品を
展示してにぎわいをつくる「はならぁと」。旧
民家・喫茶店など5会場に10組の作家が出
品しました。日本画家の浦野睦子さんは、屏
風に夜の宝山寺を描写。「静けさや怖さとい
った、飾らない夜の宝山寺を表現しました」
と、訪れた人に魅力を紹介しました。

地
域
づ
く
り
の
拠
点
施
設
オ
ー
プ
ン

10
月
18
日
㈰　
鹿
ノ
台
自
治
会
館

　鹿ノ台自治会館「鹿ノ台いきいきホール」の
竣工式が行われ、約200人が参加しました。旧
消防署鹿ノ台分署を、住民の意向で改修され
た会館です。今後は公募で集まった約100人の
ボランティアスタッフが交流サロンやキッズ＆
シニアルームを運営し、地域づくりの拠点施設
として利用されます。
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FAMILY

住んで幸せいこま心地

　いこママまるしぇを開催したり、手作りアクセサ
リーをネットで販売したり…。生駒には活躍してい
るママが多いですね。長男が赤ちゃんのときは、リト
ミックやベビーダンスなど個人で開催されている教
室に何度も参加しました。この環境に後押しされて、
私もベビーマッサージの講師やコラージュセラピー
の資格を取得し、教室やサークルを立ち上げました。
　生駒は子育て世代に人気のまちなので、ママ同士
で情報交換しやすいのもうれしいですね。

ママが活躍できるまち
小坂さんファミリー

◆家族構成　潤さん、真由美さん、琉
る

生
い
くん、優

ゆ
空
ら
くん

ベルステージではイベント
も定期的に開催。駅前のに
ぎわいをつくっています。

小坂さんのおすすめSPOT

ベルテラスいこま

オーナーの髙木基弘さんのおすすめは…

＞＞

　菜畑駅から東へ進むと見えてくる若草
色の洋菓子店。店内には、季節感たっぷり
のケーキや焼き菓子がずらりと並ぶ。オー
ナーの髙木基弘さんは、生産者とのつなが
りをたいせつにしている。卵にこだわった

「くらがり峠 愛情プリン」は、試作段階か
ら話し合いを重ね、生産者の思いもこめて
完成させた。素材の味を引き立てるためバ
ニラは使わず、カラメルも少なめ。職人気
質の生産者をイメージして、昔ながらのか
ための食感に仕上げた。厨房から甘い香り
が漂う2階のカフェでいただいてみては。

素材にこだわったスイーツ
が並ぶまちのお菓子屋さん

GOURMET

今月の美食

くらがり峠 愛情プリン
300円（税込）

パティスリー R
ル シ ェ ル シ ュ
ECHERCHE本店

☎75-1552 東菜畑1-178
コーポ五風〇10：00～19：00
□休月曜日 □Ｐあり

（近鉄生駒駅構内に姉妹店あり）
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Landscape

まちの景観百科事典

Baby&KIDS

12 月の子育て相談日

　「生駒を三つの色で表してください」
　こう聞かれたら、皆さんは何色を思い浮かべますか。
例えば、「緑」「白」「茶」…。一人ひとり違うと思いますが、
共通の色があるはずです。まちにはまちの色があり、生駒
には生駒の色があります。これらをつくりだしているも
のは、自然であったり、建物の屋根や壁であったり、とき
には特産品であったりします。新緑が目にまぶしい生駒
山の色、自宅のかべの色、竹の寒干しの色…。そのどれも
が生駒の景観をつくっている色です。まちの色は、その土
地に住む人の生活や、育まれてきた歴史を表していると
いえるでしょう。生駒山から市内を一望してみると、ま
た違った色が見えてきて、新しい生駒を発見できるかも
しれません。
　まちの色は生駒に限ったことではなく、どのまちにも
存在しているものです。旅行に出かけたとき、まちにある
共通の色を探してみれば、楽しみが一つ増えるかもしれ
ませんね。

｜まちのいろ　第二幕｜

知ればもっと好きになる。 
景観の視点でまちを観よう。

問みどり景観課（☎0743-74-1111、内線575）

vol.6

▲ 街路樹の緑、建物のかべの
白、屋根の黒。統一された
色合いの住宅地。

◀ 紅葉した木々と色とりどり
の落ち葉。1本の木にもた
くさんの色があります。

※ カラー版は市ホームページ
で公開しています。

相談名 対象 とき 内容 費用

6か月児
離乳食相談

平成27年6月
に生まれた乳児 7日㈪ 育児・栄養相談

無料

10か月児すくすく
子育て相談

平成27年2月
に生まれた乳児 18日㈮ 身体測定、育児・栄養

相談、手遊びの紹介

2歳6か月児歯科・
子育て相談

平成25年6月
に生まれた幼児 8日㈫ 身体測定、歯科・育

児・栄養相談

3歳児歯科健康
診査・子育て相談

平成24年12月
に生まれた幼児 10日㈭ 歯科健診、歯科・育

児・栄養相談

★セラビーいこまで行います。
★受付時間は9：30～10：30、申込不要です。
 ★ 母子健康手帳を持参してください（10か月

児すくすく子育て相談にはバスタオル、2歳
6か月歯科・子育て相談には、事前に郵送し
たアンケートが別途必要です）。

問健康課（☎75-2255）

RECYCLE

もったいない食器市

 食器を無料で持ち帰ることができ
ます。各10:00～13：00（持ち込み
はできるだけ12：30まで）です。
ごみは各自で持ち帰ってください。
ガラス製・陶磁器製以外の食器
や、灰皿、花瓶、土鍋の持ち込みは
できません。

 問環境事業課（内線354）

南コミュニティ
センターせせらぎ

ディアーズコープ
いこま

17日㈭ 北コミュニティセン
ターI

イ ス タ

STAはばたき

とき ところ

12月3日㈭

10日㈭
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voice

 読者のあのね

読者の声を伝えるコーナーです。
本紙への感想や身近な出来事
などの声をお寄せください。

問秘書広報広聴課（内線223）

スマホを持って
いる人は、こちら
から市のメール
アドレスにアク
セスできます。

★
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
記
事
が
理

解
し
に
く
い
。利
用
す
る
と
き
は
専

門
家
が
指
導
し
て
く
だ
さ
る
と
思

い
ま
す
が
…
。（
70
歳
代
、女
性
）

　
　
　
　
◇　
　
　
◇

日
常
の
出
来
事

★
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、奈

良
交
通
の
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
の

優
し
さ
に
感
動
し
ま
す
。私
が
信
号

の
な
い
横
断
歩
道
に
立
っ
て
い
た

ら
、必
ず
停
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

運
転
手
の
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
30
歳
代
、女
性
）

★
く
ろ
ん
ど
池
で
の
キ
ャ
ン
プ
は
、こ

れ
か
ら
の
季
節
、特
に
い
い
で
す
よ

～
。（
30
歳
代
、女
性
）

9
月
15
日
号
へ
の
感
想
　

特
集「
赤
ち
ゃ
ん
に

　
優
し
い
ま
ち
に
な
る
た
め
に
」

★
赤
ち
ゃ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、た
く
さ
ん

の
人
に
対
し
て
優
し
い
気
持
ち
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。（20
歳
代
、女
性
）

★
初
め
て
の
子
育
て
は
と
に
か
く
戸

惑
う
こ
と
ば
か
り
。赤
ち
ゃ
ん
が
泣

く
の
は
当
た
り
前
、迷
惑
な
ん
か
じ 

ゃ
な
い
よ
と
優
し
く
見
守
れ
る
社

会
を
み
ん
な
で
作
っ
て
い
き
た
い
。

同
時
に
、あ
ま
り
に
も
マ
ナ
ー
が
な 

っ
て
な
い
と
か
、い
け
な
い
こ
と
を

し
て
る
子
が
い
た
ら
、み
ん
な
で
叱

れ
る
社
会
に
な
る
と
い
い
な
と
思 

い
ま
し
た
。（30
歳
代
、女
性
）

★
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
紹
介
す
る
だ 

け
で
な
く
、今
回
の
よ
う
に
も
っ
と

改
善
す
べ
き
こ
と
、み
ん
な
で
考
え

て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
を
特

集
に
し
て
ほ
し
い
。（
30
歳
代
、女
性
）

★
子
ど
も
達
が
小
さ
か
っ
た
と
き
を
思

い
出
し
ま
し
た
。私
も「
生
駒
市
は

子
育
て
し
や
す
い
っ
て
言
い
ま
す

が
、ど
こ
が
？
」っ
て
思
っ
て
い
ま

し
た
。少
し
で
も
一
生
懸
命
頑
張

る
お
母
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
。（40
歳
代
、女
性
）

★
3
人
の
子
ど
も
を
楽
し
く
育
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
度
は
孫
た

ち
の
成
長
を
見
守
り
た
い
で
す
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
も
生
駒
の
た
め

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

ま
す
。（
50
歳
代
、男
性
）

┥
子
育
て
世
代
か
ら
は「
リ
ア
ル
な
声
に

共
感
し
た
」、50
歳
代
以
上
の
皆
さ
ん

か
ら
は「
市
民
レ
ベ
ル
で
考
え
た
い
」

「
ま
ち
全
体
で
応
援
し
た
い
」と
い
う
声

を
も
ら
い
ま
し
た
。子
育
て
を
頑
張
る

人
に
優
し
い
ま
ち
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
◇　
　
　
◇

特
集
以
外
の
記
事

★
ど
ん
ど
こ
ま
つ
り
の
写
真
、何
と
な

く
ほ
っ
こ
り
し
た
気
分
に
な
れ
ま
し

た
。（
20
歳
代
、女
性
）

★
竹
林
園
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の

で
、「
高
山 

竹
あ
か
り
」に
行
っ
て

み
ま
す
。（
20
歳
代
、男
性
）

★
あ
の
日
あ
の
時
。目
で
見
て
変
化
が

確
認
で
き
て
、生
駒
を
時
間
軸
で
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
60
歳

代
、男
性
）

★
分
別
で
ご
み
が
減
り
、4
人
家
族

で
も
7
ℓ
で
済
ま
せ
ら
れ
る
日

も
あ
り
ま
す
。（
40
歳
代
、女
性
）

★
紙
お
む
つ
を
捨
て
る
の
が
無
料

に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、捨
て
て

い
る
人
が
い
な
い
の
で
、本
当
の

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。捨
て
方
の
説
明
を
載
せ
て
ほ

し
い
で
す
。（
50
歳
代
、女
性
）

┥
ペ
ッ
ト
用
を
除
く
全
て
の
紙
お
む
つ

が
無
料
の
対
象
で
す
。汚
物
を
ト
イ

レ
に
流
し
、紙
お
む
つ
だ
け
を
市
販

の
透
明
か
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
、

燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。近
日
中
に
配
付
す
る「
ご
み
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」で
も
説
明
し
ま
す
の

で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月号の感想を12月15日㈫までに投稿すると、抽選で
10人に500円分の図書カードを進呈します（当選は発送
をもって代えさせていただきます）。

▶応募・問合せ　はがき、ファクス 
かメールで住所、氏名、性別、電話 

（ファクス）番号、メールアドレス、 
広報いこまち11月15日号の感想 
と地域の気になる話題を書いて、 
秘書広報広聴課(〒630-0288、 
東 新 町8-38、内 線224、 74- 
1105、 kouhouka@city.ikom 
a.lg.jp）

11月15日号の
感想を投稿して
図書カードをもらおう！

はがきで メールで ファクスで
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LIFE

消費生活　暮らしのQ&A

いこまち

架空請求のメールは無視してください

Q 携帯電話にサイト運営業者から「最終通告」というメールが届いた。以
前利用した有料サイトの利用料金が未払いだという。身に覚えはない

が、このまま支払わずにいると「身辺調査」「強制執行」「訴訟」などに移行する
と書いてあるので心配だ。心当たりがない場合は、本日中に連絡するようにと電
話番号が書いてある。連絡したほうがいいか。　　　　 　（70歳代、男性）

A事例の他に、債権回収業者や弁護士事務所、調査会社などを名乗るケー
スもあります。名目は「有料サイト利用料金」「デジタルコンテンツ利用

料」「総合情報サイト登録料」などさまざまですが、身に覚えがなければ無視し
ましょう。不安をあおるような脅し文句が書いてあることもあり、メールを受け
取った人に慌てて電話をかけさせ、高額な利用料を支払わせるのが目的です。悪
質な詐欺の手口ですので、決して相手に連絡してはいけません。
　少しでも不安を感じたら、消費生活センターに相談してください。

初めて担当する特集記事で、訪れた先
は母校でした。15年ぶりに足を踏み入
れた校舎は、当時のまま。廊下も思い
出の教室も…。久しぶりに再会した同
級生とも昔話が弾みました。ここで過
ごした日々や思い出は宝物です。あり
がとう学び舎。（金丸）

生駒オリジナル年賀状を限定発売し
ています。市民PRチーム「いこまち宣
伝部」の皆さんが作った、生駒PR映像
のQRコード付きです。この年賀状で、
遠く離れて住む友人や家族に、生駒の
暮らしやすさを届けてもらえればうれ
しいです。（村田）

生駒に住んでいても知らなかった場
所、気付かなかった魅力。いこまち作
成に携わるようになってから、新しい
発見がたくさんあります。そんな驚き
やわくわくするような情報を、いこま
ちを通してみなさんに伝えていけたら
と思っています。(三原）

毎年恒例の「高山 竹あかり」。今年は
昼の様子を撮影しました。たくさんの
体験教室がある中、私が一番体験して
みたいのは「円楽大楽茶」。大きな茶碗
が登場すると、みんなが驚き、笑顔に
なるので、気づけば撮影中の私も笑顔
でカメラを構えていました。（伊田）

横浜で開催された広報担当者の研修
会「広報セミナー」で、「いこまち宣伝
部」の活動を先進事例として紹介する
機会を得ました。まちの発信力を高め
るには、一時の話題づくりより、生駒
の魅力を話せる仲間を増やすことが着
実な方法だと感じています。(大垣）

広報いこまち12月15日号の
特集のテーマは

「生駒の魅力、発見」
市民PRチーム「いこまち宣伝
部」の皆さんの活動から、まち
の発信力を強めるために必要
なことを考えます。
問秘書広報広聴課（内線226）

Photo

あの日あの時

消費生活や多重債務の相談は、できるだけ早く
消費生活センター（☎73-0550）へ

月～金曜日の9:00～16:30（祝日は除く）

消費生活の情報提供やトラブルの解決を消費生活相談員が手伝います。
▶第1火曜日…図書会館　▶第2火曜日…北コミュニティセンターI

イ ス タ
STA

はばたき　▶第3火曜日…南コミュニティセンターせせらぎ
――いずれも時間は10：00～16：00で、申込不要です。

消費生活センターの巡回相談会を実施中

新生駒トンネルが開通
 -昭和39年-

写真提供：天白逸郎さん（西菜畑町）

 問秘書広報広聴課（内線222）
懐かしい生駒の写真を募集しています。

51年前に開通した、奈良と大阪を
つなぐ新生駒トンネルです。下り電
車が初めて走行した記念すべき瞬間
を、カメラが大好きな中学生だった
天白さんが写しました。
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